
（資料１） 

農福連携等応援コンソーシアム 

令和７年度の活動について 

（１）令和７年度総会の開催（令和７年８月４日（オンライン併用））

・農福連携等応援コンソーシアム規約の改正について

・令和６年度の活動報告、令和７年度の活動計画案について

・農福連携等企業部会の活動計画案について

・会員、賛助会員等からの活動報告、講演 等

（２）ノウフク・アワード 2025 の開催

・募集期間：令和７年８月４日～９月 30 日

・応募総数：215 団体

・表彰式及びシンポジウム：令和８年１月 28 日（受賞 21 団体への表彰）

（３）農福連携サポーターズへの感謝状授与

・募集期間：令和７年８月４日～10 月 31 日

・投票期間：令和７年 11 月４日～11 月 28 日

・応募総数：17 件

・感謝状授与式：令和８年１月 28 日（１団体へ授与）

（４）会員等の連携・交流、課題解決に向けた取組

・生産者向け販路拡大セミナー…令和７年９月４日、12 月４日（オンライン）

農福連携に取り組む生産者が、一般流通市場において持続的な取引を実現するため

の基礎能力向上を目的として全２回のセミナーを実施。

・ノウフク見本市 in 大阪…令和７年９月 18 日（府内会場での対面形式）

農福連携商品の販路開拓を目的に、生産者と流通業者等の商談会を実施。

（５）ノウフクデジタルスタンプキャンペーン

・開催時期：令和７年９月 27 日～12 月 31 日

・農福連携全国都道府県ネットワークとの共催で、事前に登録されたマルシェやイベ

ント会場等のスポットを訪問した人にデジタルスタンプを付与するキャンペーンを

実施。

（６）「ノウフクの日」記念イベントの開催 

・開催日：令和７年 12 月１日（ベルサール虎ノ門）

一般社団法人日本農福連携協会、株式会社インサイト及び農福連携全国都道府県ネ

ットワークとの共催。農福連携に取り組む若手農業者や、地域協議会及びユニバーサ

ル農園の実践者等による講演・トークセッションを行ったほか、農福連携の現場で活

躍する方の講演、農福連携産品の展示・試食を実施。

議案 令和７年度の活動報告及び 

令和８年度の活動計画（案）について 
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（７）もっともっとノウフク 2025 の開催 

  ・開催期間：令和７年 11 月１日～12 月 31 日 

農福連携の更なる普及・啓発を目的に、全国 81 か所で農福連携に関するイベント等

を集中的に実施し、コンソーシアムから一元的に PR。 

 

［関連行事］ 

（１）農福連携全国フォーラム 2025in はままつの開催 

・開催日：令和８年２月３日、４日 

・浜松市及び一般社団法人日本農福連携協会の主催により、農福連携の取組のさらなる

推進と充実を図るためにフォーラム、スタディツアー及び情報交換会を開催。 

（２）ノウフク交流会の開催 

   ・開催日：令和８年１月９日 

・農福連携を国民に広く発信し、地域農業の発展や障害者等の一層の社会参画を促進す 

るため、首相官邸にて、内閣官房長官等の出席の下、ノウフク・アワード受賞者等の 

農福連携の先進的な取組を行う団体と農福連携商品の試食等を通した交流会を開催。 
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ノウフク見本市in大阪

①令和７年９月４日 ②令和７年12月４日

全国の農福連携に取り組む事業者と、卸売業者
や小売業者をマッチングさせる商談会を実施。

令和７年度の主な取組について

ノウフク見本市(商談会)

農福連携の食材を活用したメニュー
の試食会の様子

農福連携全国都道府県ネットワークとの共催で、事前に
登録されたスポット（マルシェやイベント会場等）を訪問し
た人にデジタルスタンプを付与するキャンペーンを実施。

令和７年９月27日 12月31日

ノウフクデジタルスタンプキャンペーン

令和８年１月28日ノウフク・アワード2025表彰式

21団体を表彰し、官房長官・４省庁の大臣から祝辞。
農福連携サポーターズへの感謝状も授与。

農福連携の未来を耕すために、
皆で手を取り合って明日を育てていきたい。

ノウフクアンバサダー

城島 茂 さん

令和７年12月１日＠ベルサール虎ノ門

・食堂での農福連携限定メニューの提供

・「消費者の部屋」での展示・販売

・生協売店・書店での販売

厚生労働省、法務省、文部科学省において同時開催！

ノウフクフェア2025 

・全国81カ所で農福連携に関するイベント等を集中的に行い一元的に発信

令和７年11月25日 12月５日

令和７年11月１日 12月31日

＠農林水産省

全国での関連イベントの実施

令和７年９月18日＠Fun Space Diner

生産者向け販路拡大セミナー

農福連携に取り組む生産者が、一般流通市場において持続的な取引を実
現するための基礎能力向上を目的として、全２回のオンラインセミナー
を実施。

関連イベント

11月29日はノウフクの日！～聞いて、知って、食べて農福連携～

農福連携に取り組む若手農業者や、地域協議会
及びユニバーサル農園の実践者などの講演と
トークセッションを行ったほか、農福連携の現
場で活躍する方の講演、農福連携産品の展示・
試食を実施。

ノウフク・アワード2025でグランプリを受賞した団体など、農福連携の
先進的な事業者との交流、農福連携の商品の試食を実施。

令和８年１月９日＠首相官邸

ノ ウ フ ク 交 流 会

「ノウフクの日」記念イベント2025

もっともっとノウフク2025 関連イベント

農福連携の食材を活用した「あふ食堂」
メニュー（R7）
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    （資料２） 

 

農福連携等応援コンソーシアム 

令和８年度の活動計画（案）について 

［基本方針］ 

令和６年６月５日に決定された「農福連携等推進ビジョン（2024 改訂版）」に基づき、農

福連携等応援コンソーシアムにおける取組を拡大し、経済界や消費者との接点を増加させ

ながら農福連携等の意義や取組事例について更なる普及に取り組む。 

［活動計画］ 

（１）令和８年度総会の開催（令和８年７月 13 日（オンライン併用）） 

・令和７年度の活動報告、令和８年度の活動計画について 

  ・農福連携等企業部会の令和７年度の活動報告、令和８年度の活動計画案について 

  ・会員・賛助会員等からの活動報告、講演 等 

（２）ノウフク・アワードの開催 

  ・ノウフク・アワード 2026 の募集期間：令和８年６月 15 日～８月 24 日とする。 

  ・表彰式を令和８年 11 月下旬に開催する。 

  ・ノウフク・アワード受賞団体の取組事例集や動画制作による情報発信を行う。 

 ・ノウフク・アワード 2027 の開催に向けて募集期間等の調整を行う。 

（３）農福連携サポーターズへの感謝状授与 

  ・募集期間：令和８年６月 15 日～９月４日とする。 

  ・投票期間：令和８年９月 17 日～10 月 16 日とする。 

  ・感謝状授与式をノウフク・アワード 2026 表彰式と併せて令和８年 11 月下旬に開催

する。 

（４）会員等の連携・交流、課題解決に向けた取組 

  ・農福連携商品の生産者と流通業者等の商談会である「ノウフク見本市 2026 in 東京」

を開催するとともに、より多くの流通業者等との接触機会を増やすため、大規模展示

会に出展する。 

  ・農福連携商品の消費者・実需者に向けた商品販売情報の集約・公表を行う。 

（５）「ノウフクの日」関連イベントの一元的な発信 

・11 月 29 日の「ノウフクの日」周辺期間で、農福連携等の更なる展開や普及を目的と 

した全国で開催予定のイベントを募集し、コンソーシアムから一元的に PR する。 

 

［関連行事］ 

農福連携全国フォーラム 2026in ながの 

・開催日：令和８年 10 月 19 日、20 日 

・長野県及び一般社団法人日本農福連携協会の共催により、農福連携の取組の更なる推 

進と充実を図るためのフォーラム、スタディツアーを開催。 
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（資料３） 

農福連携等企業部会 

令和７年度の活動報告について 

１．企業に対するアンケート調査の実施 

・概要：

企業における農福連携等の取組の現状や課題等を把握し、企業における農福連携等

の取組推進に向けた農福連携等企業部会の今後の活動方針の参考にすること等を目的

として実施した。 

上記趣旨に賛同した 159 の企業等から回答をいただき、企業を取り巻く農福連携等

の現状及び課題等の詳細を伺うことで、農福連携等企業部会の今後の活動方針を検討

するに当たって有益な情報を収集することができた。 

・調査期間：令和７年８月８日～９月５日

・回答数：159 件

２．『「企業×農福連携」シンポジウム～一緒に農福連携始めませんか？～』の開催 

・概要：

特例子会社等で自ら農福連携等に取り組んでいる企業間のネットワークづくりや、

農福連携等への新規参入に関心のある企業に対する情報発信等を行うことを目的とし

て開催した。 

158 名に参加いただき、実施後アンケート（回答数：78）において、95％が「本シン

ポジウムを契機として農福連携への理解度が深まった」と回答し、農福連携に取り組ん

でいない回答者のうち 86％が農福連携の取組に興味がある旨回答（うち、29％が農福

連携の取組に興味があり、参入を検討していきたいと回答）するなど、企業における農

福連携の認知度向上や取組への関心を醸成することができた。 

・開催日：令和７年 10 月 23 日

・開催場所：3×3 Lab Future（東京都千代田区大手町 1-1-2大手門タワー・ENEOSビル１階）

・開催形式：対面、web 配信及びアーカイブ配信

・参加者数：計 158 名（対面 47 名、オンライン 111 名）

３．令和７年度農福連携等企業部会総会の開催 

・概要：

令和８年度農福連携等応援コンソーシアム総会への報告事項として、令和７年度の

活動報告及び令和８年度の活動計画（案）について報告した。 

・開催日：令和８年２月 17 日

・開催形式：web 配信
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（資料４） 

 

農福連携等企業部会 

令和８年度の活動計画について 

［基本方針］ 

特例子会社等で自ら農福連携等に取り組んでいる企業間のネットワークづくりや、農福連携等へ

の新規参入に関心のある企業に対する情報発信等を行うことにより、企業による農福連携等の取組

を推進する。 

 

［活動計画］ 

１．知る 情報発信 

 ・目的 

企業における農福連携の認知度を向上させる。 

 ・内容 

既存の取組事例集や動画、作成する冊子等について、農林水産省 HP 等での発信や、関係団体 

を通じた幅広い企業への周知を随時行う。 

２．理解する 現地見学会（仮称）の開催 

 ・目的 

企業が農福連携等に関心を持ち、新たに参入するきっかけや、農福連携等に取り組んでいる 

企業間のネットワークづくりを行う。 

 ・内容 

先進的に農福連携等に取り組んでいる企業の協力を得て、農福連携等を実践している企業等 

  の現地見学を実施し、質疑応答や意見交換等を行う。 

なお、既に農福連携等に取り組んでいる企業にとっても、取組や事業推進の在り方等につい 

て理解を深める機会とする。 

・対象 

農福連携等の取組の実施有無にかかわらず、幅広い企業を対象とする。 

 ・開催日程 

   令和８年９月 25 日 

３．踏み出す 企業が農福連携等に参入する上で参考となる冊子等及び動画の作成・公表 

 ・目的 

企業に農福連携等の取組を知ってもらうとともに、企業が農福連携等に関心を持ち、新たに 

参入するきっかけとする。 

 ・内容 

先進的に農福連携等に取り組んでいる企業の協力を得て、企業が農福連携等に参入する上で 

  参考となる情報を冊子等及び動画として取りまとめ、広く周知を行う。 

また、冊子等及び動画には、実際に企業が農福連携等に新たに参入するに当たって試行的に 

伴走支援等を行い、その結果、得られた知見も反映させることとする。 

なお、既に農福連携等に取り組んでいるが、事業運営等に関して課題を抱えている企業にと 

っても参考となるものとする。 

 ・公表時期 

   令和９年３月上旬予定 
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農福連携全国都道府県ネットワークの活動状況

１ ネットワークの概要

○設立趣旨（設立総会 平成29年7月）
農福連携の全国的な定着と発展に向け、都道府県の連携をめざして設立

 ○役員（令和８年７月時点）
・ 会 長 長野県知事
・ 副会長 岐阜県知事  三重県知事

京都府知事  鳥取県知事
                     島根県知事
 ○会員
・ ４７都道府県の農福連携主管部長

【令和７年度実績】
 ○「ノウフクの日」を中心として、全国各地で普及・啓発を目的としたイベント実施
マルシェ会場をデジタルスタンプキャンペーン（９月～12月に実施）のスポットとしても登録

【令和８年度計画】
 ○各都道府県にマルシェの開催を呼びかけ
盛り上がりが全国に波及するよう 幅広い世代をターゲットに広報活動も実施

６ マルシェの開催

【令和７年度実績】
○令和７年８月４日（オンライン出席）

   ・ 出席者：長野県健康福祉部長オンライン代理出席
   ・ 内  容：R６年度の活動実績、R７年度の活動計画を紹介

【令和８年度】
○令和８年７月１３日（オンライン出席）
 ・ 出席者：長野県健康福祉部長オンライン代理出席
 ・ 内  容：R７年度の活動実績、R８年度の活動計画を紹介

 

５ 農福連携等応援コンソーシアム総会

【令和７年度実績】
○農福連携全国都道府県ネットワーク現地研修会  in  ながの

  ・  開催時期：令和７年１０月１６日～１７日
・ 開催場所：長野県上田市

  ・  各都道府県の農福連携担当者等を対象に情報交換の実施、
 優良事例を現地視察

【令和８年度計画】
 ○農福連携全国フォーラム2026 in ながの スタディツアー
  ・ 開催時期：令和８年１０月２０日 開催場所：長野県
  ・ （一社）日本農福連携協会と共催で実施する農福連携全国フォーラム

2026のスタディーツアーとして開催予定

【令和７年度実績】
 ○令和７年７月１５日（オンライン開催）

【令和８年度実績】
 ○令和８年７月８日（オンライン開催）
  ・ 出席者：会  長   長野県知事
                副会長   鳥取県知事 京都府知事 島根県知事

                三重県知事 岐阜県知事
                   
  ・ 会議内容：国への提言（案）や各府県の農福連携の取組状況などを

意見交換

２ 会長・副会長会議  

【令和７年度実績】
 ○令和７年８月１２日
 ・ 場  所：農林水産省
・ 出席者：滝波 農林水産副大臣、会長 長野県知事

【令和８年度計画】
 ○令和８年８月中
・ 関係省庁に対して、提言活動を実施予定

４ 国への提言活動  

令和７年度 国への提言活動の様子

３ 総会

【令和７年度実績】
 ○令和７年７月３１日（オンライン開催）

【令和８年度実績】
 ○令和８年７月１０日（オンライン開催）
  ・ 出 席 者：都道府県 農福連携主管部長等
  ・ Ｒ７年度活動実績、Ｒ８年度活動計画（案）、国提言（案）の承認
  ・ 都道府県担当者向けの研修会を開催

コンソーシアム総会の様子

現地視察の様子

８ 現地研修会

マルシェの様子

【令和８年度計画】
・実施時期：令和８年９月頃
・長野県内において、より多くの消費者に農福連携を認知
してもらい、ノウフク商品を購入していただくため、
企業と連携し、常設販売ブースの設置を試行予定
・消費者のニーズの把握に努め更なる認知度向上へ

７ 認知度向上のための常設販売ブース設置を試行 ＮＥＷ！

HPでの広報活動

















1

資料７

2



3

4



5

6



7

JA

JA

8



9

10



11

12



JA

13

JA
12:00 30

14



15

16



8



B



JA



JA

JA



×

















































































▹ṇ᪋タ䛻䛚䛡䜛㎰⚟㐃ᦠ䛾
ྲྀ⤌䛻䛴䛔䛶

௧࿴䠔ᖺ䠓᭶䠍䠏᪥
ἲົ┬▹ṇᒁ

ಃፍ11

༃రദ൉ਝभະ຺
໎૽धర₟॑ఀૃखؚৗञऩദधखथ༃రദ॑൉ਝقഥਮڳফڲাڭ঩઱ষك
ദ১ಉभ঳৖॑੝ਫघॊ১൅قഥਮڰফڲাگڭ঩ਛয়كपेॉؚ৥੘ڬڰফभദ১਑৒ਰਟؚੂीथദຌभரథ॑૗ಌ

੝ਫ৐قഥਮڳফڱাڭگ঩ऽदك ੝ਫ৏قഥਮڳফڲাڭ঩ऊैك
ദ১ٳ
ك૽໎ق

ਸ਼ڮڭ૖ كറق
ڮ ໎૽मؚദহ઱ਝप༃઼खथਚ৒भ੿঵॑
ষॎचॊ؛

كర₟ق
ਸ਼گڭ૖ كറق
ڮ ర₟मؚദহ઱ਝप༃઼घॊ؛

ദ১ٳ
ك༃రദق

ਸ਼ڮڭ૖ كറق
ڮ ༃రദमؚദহ઱ਝप༃઼घॊ؛
گ ༃రദप૪चैोञ঻पमؚ੝ఒಌে॑௕ॊञीؚ
૑ਏऩ੿঵॑ষॎचؚྼम૑ਏऩ੐଑॑ষअऒधऋ
दऌॊ؛

ਸ਼گڭ૖ చ௾

໎ ૽
੿঵ऋദभমସ৓ਏಞदँॊञीؚनभਭദ঻ु঳৒भ
ৎ৑॑સऊऩऐोयऩैऩः؛

ْୖ਻ٓ
੝ఒಌেृ঺ভ୮షभञीप૑ਏऩ੐଑ಉ॑ষअৎ৑॑
ન৳घॊऒधऋ൑୔ऩৃ়ँॉ؛

ర ₟

੿঵॑ষअദ১঱भଝਜऩख؛মযभணলप੦तऌষअ؛
ْୖ਻ٓ
੝ఒಌেृ৞ෟऩ঺ভ୮షपથ৷ऩ੿঵दँढथुؚ
মযऋൌ஦खऩः଒ॉৰ઱औचॊऒधऋदऌऩः؛

༃ ర ദ

ਭദ঻भ૑ਏਙपૢगञ੿঵भৰ઱
੿঵भৰ઱ऋ৐઀दमऩऎऩॉؚ੝ఒಌেಉभ૑ਏਙ

 पૢगथৰ઱॑ਫ਼ୈघॊऒधऋ૭ચप؛

੿঵ध੐଑॑ฑໞऊणిજपੌा়ॎचञ૪๴
੿঵ृ੐଑ಉभৰ઱ৎ਋ृસ়ؚੌ়चಉ॑੎ଳखؚ

 ଻رभ્ਙपૢगञऌी಍ऊऩጌਫ૪๴ಉ॑ன৫؛

੿঵॑அिਭദেણषभ৿ਃહऐभਘ৲
  ঳্৓पጌਫ૪๴ಉ॑ୖघभदमऩऎؚਭദ঻ঽମप

 जभ੎ਏਙ॑ેীप৶ੰऔचؚ஍ટ৓प੝ఒಌেಉ॑௕ॊ؛

଻رभਭദ঻भ્ਙपૢगथؚ੝ఒಌে؞ગಬଆૃभञीप
૑ਏऩ੿঵॑ষॎचؚྼम૑ਏऩ੐଑॑ষअऒधऋ૭ચप؛

ഥਮڴফڲাڵ঩
১ ਜ ੄ ጌ ਫ ଂ

2



༃రദৣभ૪๴

૪๴৹ਪभౄৰ

ጌਫ૪๴ୖஙୖڰڮقஙكभৗਝ

ጌਫ૪๴भౄৰ ঺ভ୮ష੍ରभౄৰ

োਚऊैলਚऽदؚ଻رभਭദ঻भ્ਙ॑ऌी಍ऊपཔ඼खणण્ؚਙपૢगञ௮ऌෳऐ॑ன৫

োਚ

লਚ

ৗਝ॑كጌਫ૪๴ୖஙق஍૨৓पৰ઱घॊञीؚ੦ম৓ऩ૪๴థ஑؞ਙपૢगञ૪๴॑஍ટ৓્ٳ

৶௧୅઻॑রੱपؚૣක௧୅઻ऩन॑அीञ੗૙ரभ૙৩ऋঢ়ଖखؚളಽ৓ऩଳਡद৹ਪੱٳ

ї ્ਙ॑৶ੰखञ঱दؚ૑ਏऩ঻प૑ਏऩ૪๴॑ৰ઱

੿঵

੝ఒ੐଑ ઇఐ੐଑

৔ઍृ্১भౄৰ॑௕ॉؚ
ਭദ঻भ્ਙपૢगथ

૑ਏऩुभ॑ੌा়ॎचथৰ઱

಺ௌ੍ର ૣක৓੍ର

োਚ৏भଫः஺మऊै੍ରॽش६॑པ඼खؚ
ક೜؞಺঵੔ૣ؞ක१شঅ५भન৳ऩन
๸ଣ৏भ঺ভেણ॑ৄྚइञ੍ର॑ৰ઱

ਭദ঻ঽମऋ૪๴भ૑ਏਙ॑৶ੰखؚ
ঽ਌৓؞ਔඟ৓प਄ॉੌीॊेअ
৿ਃહऐभञीभ௮ऌෳऐ॑ਘ৲

ї ્ਙ॑པ඼घॊञीभ॔७५ওথॺਃચ॑ਘ৲

ঝ॑੝ၖش७५ওথॺॶ॔ٳ ૘ফ༓શਚभ༓શਃચुણ৷ٳ

૚ദহ઱ਝपउःथؚጌਫ૪๴ୖஙओधप૪๴৔ઍृଦൟघसऌহඨ॑ૠ৒खथ૪๴ٳ

3

ጌਫ૪๴ୖஙभৗਝ
ण੐৒खؚਊჾጌਫ૪๴ୖங॑রੱप૪๴॑ৰ઱ڭभጌਫ૪๴ୖஙभअठਈु૑ਏਙऋৈःୖங॑ڰڮ

ୖங੡ ৌ଴঻

D
༃೏ୖங
Persons Sentenced to 
Penal Detention

༃೏ਭദ঻఺ल೮༃೏ਭദ঻

Jt
૘ফ੹૔੹ਭദ঻૪๴ୖங

Persons Eligible for Juvenile 
Training School 

16ୃ౞௥भ૘ফभअठؚ૘ফ੹पउ
ऐॊጌਫઇ୘भ஍ટऋ਋ୄदऌॊ঻

I
ర₟ୖங
Persons Serving 
Imprisonment Without Work

ర₟ਭദ঻

F
ਗবয૪๴ୖஙق঳ಹك
Foreign Persons

঩মযध৊঳भ૪๴ऋ൑୔ऩ঻

FX
ਗবয૪๴ୖங્قશك
Foreign Persons 
Requiring Special Needs

ਗবয૪๴ୖஙৌ଴঻भअठ
૪๴঱્શभଦൟ॑ਏघॊ঻

FZ
ਗবয૪๴ୖஙق૖৺ك
Foreign Persons 
under Certain Treaties

ਗবয૪๴ୖஙৌ଴঻भअठ
जभ૪๴पਊञढथ૖৺ृੈ৒प৒
ीऋँॊ঻

J
૘ফ૪๴ୖங
Juvenile Persons

౞௥भ঻दँढथؚ૘ফ੹૔ୃڬڮ
੹ਭദ঻૪๴ୖஙपჾਊखऩः঻

Y
଄ফ૪๴ୖஙگعڭ
Youth Persons

౞௥द૪๴ঞঋঝୃڲڮਰ঱ୃڬڮ
ऋگعڭभ঻

L
শ਋૪๴ୖஙڰعڭ
Long Term Persons

෋ষघसऌദ਋ऋڬڭফਰ঱द૪๴
ঞঋঝऋڰعڭभ঻

G
঳ಹ૪๴ୖஙڰعڭ
General Persons

౎भୖஙपჾਊखऩः૪๴ঞঋঝڭ
भ঻ڰع

ୖங੡ ৌ଴঻

O
৫ଣ৓૪๴ୖங
Open House Treatment

৫ଣ৓઱ਝदभ૪๴ಉभৰ઱ऋ૭ચध
ৄ੢ऽोॊ঻ؚઐৢহಬૐరৌ଴঻

ST
ಢ਋૪๴ୖங
Short Term Persons

෋ষघसऌദ਋ऋڲা౞௥भ঻

A
ൂோඪ৚୮૪๴ୖங
Addiction Recovery

ఇ੟भঽഞઞ৷ഄऋँॊ঻भअठؚఇ
੟ൂோऊैभ৚୮प਱ऐञጌਫ૪๴॑
੎ਡ৓पষअऒधऋৼਊधੳीैोॊ
঻

DS
ৈೡૣකୖங
Senior Persons 
Requiring Daily Care

उउिबୃڬڳਰ঱भ঻दؚੳੴඪؚ
ମ৬௽૩ಉपेॉঽয়खञেણ॑੾ि
ऒधऋ൑୔ऩ঻

DH
ૣක৓੍ରୖங
(ੴ৓௽૩؞৅୸௽૩)
Handicapped Persons 
Requiring Daily Care

ੴ৓௽૩଄खऎम৅୸௽૩॑થखؚྼ
मऒोैप૆ङॊ঻

DM
ૣක৓੍ରୖங
(ಖઋ঱भႈ୰ྼम௽૩)
Persons with Mental Disorder 
Requiring Daily Care

ಖઋ঱भႈ୰ྼम௽૩॑થघॊ঻भअ
ठؚୢ௜ദਜਚಉपઽઍघॊ૑ਏਙम
ੳीैोऩःुभभؚঽয়खञেણ॑
੾िऒधऋ൑୔ऩ঻

૪๴ঞঋঝ ௺ᄠ֧פ׮؟ശ઴മᅏตӡ཯Ӣ֭㕲ತ֦ᄕ࿊ӡ㕴ᇀ፬Ӣ

ጌਫ૪๴प਄ॉੌिଙ২जभ౎੝ఒಌেप਱ऐञੱଡइभங২كିق

జਟभڷڶ੐ఏप౹ॎॊৗञऩ௴ਡ

ঞঋঝڭ ଩ ৈ
ঞঋঝڮ ଩ রع଩
ঞঋঝگ ৈ ৈعর
ঞঋঝڰ ৈ ଩

ગಬজ५ॡ ૪๴૆૟ਙ

4



঺ভ୮ష੍ରभౄৰ
଻رभ੍ରॽش६॑པ඼खؚঢ়બਃঢ়ृড়৑੮৬ध৴௚खऩऋैؚ঺ভেણ॑੾िञीभ੍ର॑ৰ઱

ї ৔ઍभ঳ಽभౄৰ॑௕ॉؚੌ௶৓؞৬௺৓प঺ভ୮ష੍ର॑ৰ઱

ૣක৓੍ର

ഥਮڰফभ১੝ਫदؚਭദ঻पৌघॊ঺ভ୮ష੍ରभৰ઱ऋؚദহ઱ਝभশभிਜधखथ৥ધ৲قഥਮڱফڮڭা઱ষك

಺ௌ૆૟੐଑ٳ
ॢঝشউডشॡृ൥ਵಉपेॉؚ಺ௌਔඟ॑ᄁକखؚ
಺ௌद૑ਏधऔोॊੱଡइृষ৿஘ૄ॑ಆ੭

಺ௌ੍ର

ড়৑भ੮৬ृ੫঵ध৴௚खञ಺ௌ੍ରٳ
ب૙஡উট४ख़ॡॺا
লਚৎप௮ऎৃ॑઀୹؞
५૬৑पउऐॊشওॱং؞
லহইज़شছ঒قਭദ঻ऋ૞ਸ
घॊ੫঵ହ৥ভ॑كৰ઱

بড়৑੫঵ऋ৫৅खञউটॢছ঒ا
ॺध৴௚ੈৡੈ৒॑ഁ੥खؚ৊঺भঀक़ঁक़॑شজॡঝكઙق 
 েऊखञ಺ௌ੍ରউটॢছ঒َWORK FITُ॑ദহ઱ਝदৰ઱

੗૙ர৴௚पेॊॳش঒૪๴भৰ઱

ৈೡؚੴ৓௽૩ಉभ્ਙपଦൟखञ૪๴॑ষअ૑ਏਙऋ્प
ৈः঻पৌखथَؚ଻શ੍ର૪๴௓ਤॳش঒ُपेॊ੗૙ரभ
૙৩दभॳش঒૪๴॑ৰ઱

৒਋৓पॣش५ভ৮॑ৰ઱

ْৌ଴ਭദ঻ٓ
ੴ৓ચৡभ਑৺ؚੳੴਃચभ଩ৣྼ

म৅୸঱भୖ਻॑થखथःॊऒधಉप
ेॉ౎भਭദ঻ध৊஘भেણ॑ଛॊऒ
धऋ൑୔दँॉؚ঩ଞেણ৸ಹपॎञ
ॉ૪๴঱भଦൟ॑ਏघॊ঻ ऩनڀ�মযपఞॉ๣ढञฑໞऩ૪๴఺ल঺ভ୮ష੍ରऋ૭ચप

ॡधभ৴௚شডشটঁٳ
ਭദ঻भൌ஦ृిਙಉपૢगञ૙঵ৼ୥ؚ
হ঵਌धभ఼৷એம॑ৰ઱

ٳ ૣක॑௧୅धघॊ૙৩॑ଦ઼खؚਭദ঻भૣක१شঅ५
भॽش६॑ଫ਋पཔ඼

ٳ ಌে৳૧઻౧ृ৉ୠেણ৒ା੍ର७থॱشಉभঢ়બਃঢ়ध
৴௚खञলਚ৏भૣක१شঅ५৹ତ

ٳ ૔ਚরभ௽૩঻ু໩ಉभ਄੭प਱ऐञ৹ତ

ٳ ৈೡྼम௽૩भँॊਭദ঻प
ৌघॊؚ঺ভిૢप૑ਏऩ੦ຊ৓
ੴ௙؞ચৡ॑ମपહऐॊ੐଑॑
ৰ઱

5

岧 ৉ୠ঺ভ峘੍ର 岨

಺ௌ峘ન৳ ક೜峘ન৳

ఊ੍৾ର৳௏ୢ௜嵣ૣක
崝嵤崻崡峘઀୹

৳૧
௴௄ਚ

岧 ദਜਚಉ峑峘੐଑嵣੍ର岨
ദਜ੿঵嵣૙঵ธಫٳ
ગಬଆૃ峕਱岻峉੐଑ٳ
කಉ峢峎峔岺峉峫峘੍ରૣٳ

ுࡱݗ

ฯޤ
ॶࡱ؏

65ୃਰ঱
13.8٫

ৈ෮౞௥
54.1٫

ಖઋ௽૩
भँॊয
22.4٫

ಬ౗ৎप૮૙
68.2٫

ಬ౗ৎप
ક೜ਂ৒
16.0٫

ಬ౗॑खञ঻ಉभরपम੍ରृରஃऋ૑ਏऩযुःॊقഥਮڲফጌਫଁੑফਾ)

6

লਚৎप
షક੔ऋ৥ન
दऩःয
16.8٫



஗ૣ৴௚प਄ॉੌि੫঵؞੮৬ಉृ९ش३কঝঅ४ॿ५धभ৴௚
ْ઱ੁ୞ಀٓڲڭ

১ਜ੄मقরറؚك஗ૣ৴௚प਄ॉੌि੫঵؞੮৬ಉधु৴௚खؚಬ౗
॑खञ঻ಉभअठؚ௽૩ಉपेॉ঳ಹभ੫঵ಉषभ಺ௌऋ൑୔ऩ঻पৌघ
ॊ௮ऌෳऐ॑ৢगथ಺஗ਔඟ॑ᄁକखؚ஗঵ಉषभ಺ௌയਤ॑௕ॊऺऊؚ
஗ૣ৴௚ঢ়બ੮৬ऊै୫౫ಉभ৹୸॑௓ਤघॊ਄ੌ॑ৢगؚ൨্पधढथ
஍ટ৓द੅ਢ૭ચऩঢ়બଡണ॑௕ॊْ؛১ਜ੄ؚௐেௌ௮੄ؚ஗௔਷ਓ੄ؚ
৽ੋਓ঵੄ؚবଅઐৢ੄ٓ

୊್࣏࠸൞๹ࢯਬ਒ܯժʤྫ࿪̓೧ֵ݆̑٠݀ఈʥ

7

௽૩঻भाऩैङؚৈೡ঻ؚেણ൑჉঻ؚऱऌऒुॉभ૾ଙपँॊ঻ؚ
ಬ౗॑खञ঻ಉभ৉ୠद௮ऌतैऔृেऌतैऔ॑૎गथःॊ঻भরद
஗঵पঢ়ੱ॑੅ण঻॑஗঵दभ಺ௌपणऩऑथःऎञीقরറكઃभ਄
ੌ॑௓ਤघॊ؛
س ጌਫ઱ਝपउऐॊ಺஗৬ୡृ૙঵ธಫಉ॑ৢगञૼચಉभಆ੭ؚ಺
঵੍ର७থॱشಉपउऐॊ஗঵ৰಆಉ॑ৢगؚಬ౗॑खञ঻ಉभ಺஗ਔ
ඟᄁକಉप਱ऐञ਄ੌ॑௓ਤ
س ಬ౗॑खञ঻ಉभअठ஗঵दभ಺ௌऋిਊदँॊधੳीैोॊ঻ध
஗঵ী৙दभੈৡ౻৷਌ಉधभঐॵॳথॢभ௓ਤ

೸ෳ࿊ܠ౵ਬ਒ϑζϥϱ2024րఙ൝
ʤྫ࿪̔೧݆̔೸ෳ࿊ܠ౵ਬ਒ճ٠݀ఈʥ

8



9

10



಺ௌ৬ୡ峮崙嵤崡ਫ਼ୈভ峼৫ಈ峁岝஗ૣ৴௚੮৬ಉ峒૘ফ੹峒峘
ৼ൩৶ੰയਤ

11

ጌਫ઱ਝ峘ৄ৾峮ਔৄઐఌಉ峕峲峴஗ૣ৴௚੮৬峒ദহ઱ਝ峒峘
ৼ൩৶ੰയਤ

12



஗ૣ৴௚੮৬峕岴岮峐েਓ岿島峉୫౫ಉ峼஋ா৓峕৹୸峁岝ৼ൩峘৶ੰ峼
യਤ

13

ጌਫ઱ਝ峕岴岮峐岝ফ৑峼ৢ峂峐஗঵ৰಆ岶૭ચ峒峔峵峲岰஗঵৷崻崳嵤嵓
崷崎崡峼ਝ઼

14



লਚ৏峘েણ峮੿঵峘崌嵉嵤崠峼੅峉峅峵峉峫岝૔ਚর峕஗ૣ৴௚হ঵ਚ峘
ৄ৾峼ৰ઱

15



ஏภᇱ୦֪։׊֐Ⴚᆵᎌૢ֭೘ຎ֪֣փ֥

፭Ꭼ㕸Ⴉ㕷ଈ㕱㕳႘ӡଈӢ

Ⴚᆵᎌૢ့ࣤ࣍ײبר՛ؕח׬ຳव

ሓኃ൶ᇱ୦અ பท๊ነ
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զஏภᇱ୦է֧֮

�  ஏภᇱ୦֮Ւே֧དሑՒᇱ୦౜֩֨ኁ৖ؑ׃חט׻ب؞ཆ໲֋੤፛֖Ւ
ೂव֭ཨ֦Ւᄠక׃ᅋப֊׈ጵ֠ྞ׌օ֧֘׊෗ב౪၏Ք౫࣍֘׉ׇ֪֧֒׊Ւ
ශ֞֩ᅇ॔ೄׁइ॔ೄׁภֽ֩փೂव׊֎֣ב೘ຎ֦֘Փ

� ႘቎֭ᇌँ֪֞׋ֽࡱզஏภᇱ୦է֮Ւࡊ๺Քࡊ඾֩ೂवב౫ևׁ֥֖֧֭׊Ւ
ൂ॒ே֭ฑဗ֭ౄணׁ֪֥֔׋փֽ֘Փ

૔ಈ౜ሓ೚໗֭๺໲ໂ

1



º૔ሓᄠ ଙੑ෗ࡿཨ֭௺ᄠೄ෗ࡿՔ௺ᄠೄጴ֭෮ࡤ

ӡഞ࿳ӱ፭Ꭼ㕷ႩᄟᄠకწിӢ

�  ዃᄖ෾֋௺ᄠೄ

�  ഷᄠೄ֮་ᆳ֪ଲ൛
௺ᄠೄ֭ଲ൛֮൚ᆳ

௺ᄠሻ౱໴ప֋ഓጅ

௺ᄠೄጴ

௺ᄠೄ

ഷᄠೄ

191,826

103,129

88,697

46.2

2

཯㕱 ૳ళ֭ྃျ૱ׇ֪׊Փ
㕲 զ௺ᄠೄէ֮Ւ૔ሓᄠׇ֪׉ଙੑ֔֞׋ೄ֭օ֠Ւ๶֪ၗ᎓୪ྫྷሓ࡫ᄗבൊ

֎ᄠకׇ֪׉ଙੑ֧֔֒֞׋֋ց׉Ւ௺ֲଙੑ֔֞׋ೄבփօՓ 
 㕳 զ௺ᄠೄጴէ֮Ւ૔ሓᄠଙੑ෗֪ࡿ๒׊׀௺ᄠೄ֭෗֭ࡿᄾጴבփօ

௺ᄠೄ֭ଵඡ

௺ᄠבሻ౱֪֮֘׀֞׊೰᎕֭॰ᇱ֋ഓጅ

ӡ፭Ꭼ㕶ႩӢ

૔ኃസ௺ႚസೄ֭௺ᄠಐኅධೄጴ

૮૙঻
73.0%

થ૙঻
27.0%

཯㕱 ੶ฝျ૱Ⴉሇׇ֪׊Փ
 㕲  զᆊඈէ֭෾בൊ్॒֖֥ഞ֖֥փ׊Փ

25.0 24.0 
24.6 25.1 24.1 
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20

30

R2 R3 R4 R5 R6

ك٫ق

ᇱ୦৑ళ೸ፇೄಐኅධೄጴ
ӡ፭Ꭼ㕲Ⴉ⿤፭Ꭼ㕶Ⴉ֭෮ࡤӢ

཯㕱 ᇱ୦ျ૱Ⴉሇׇ֪׊Փ
 㕲 զኅධೄէ֧֮Ւզ֭֜໢֭ኅධೄӡኅධೄ๺໲֊׈ॺภՔภညՒऌಈ
ഌಈೄਸֲ࿊೭ႚ֭ց׊ೄבൊ֎ՓӢէב౪֘Փ

 㕳  զᆊඈէ֭෾בൊ్॒֖֥ഞ֖֥փ׊Փ

ዃ㕴෗֪㕱෗֋
ኅධ

3

೰᎕֧௺ᄠ֭৘૒



À፭Ꭼ㕶Ⴉ ӡഞ࿳ӱ፭Ꭼ㕷ႩᄟᄠకწിӢ

ÀᇓถଭႩ ӡഞ࿳ӱ፭ᎬଭႩᄟᄠకწിӢ

཯ 㕱 ӡ Ӣၾ֮Ւຳ෾֪๒׊׀ย්ඏ॔בዛ֘׊ೄ֭ᄾጴ֦ց׊Փ
㕲 զย්ඏ॔בዛ֘׊ೄէ֮Ւ૔ಈ౮็့֪։փ֥Ւཐ࿨ඏ॔Ւ෗६ඏ॔Ւ්૪൵ตඏ॔Ւᄇ༥ඏ॔Ւย්ఢ

ዿᆾಱౚዿׇ֪׊ย්ਸֲப၌֭ඏ॔Ւျ஽ಪྔ൵Ւਂᇀඏ॔ਸֲ֭֜໢֭ย්ඏ॔בዛ֧֘׊ෑཉ
փօՓבೄ֞׋֔

㕳 ᇓถଭႩ֭զႚസ೥૔ೄէਸֲզ൛Ⴉࢇႚࢇೄէ֪֮Ւᄇ༥ඏ॔ב৞ֿՓ

4

૔ኃസഞസೄ့֋ሎև׊ड༎

ºย්ඏ॔בዛ֧֘׊ෑཉ֔֞׋ႚസ೥૔ೄՔ൛Ⴉࢇႚࢇೄ֭෗ࡿ

ઝႩՒย්ඏ॔בዛ֘׊೥૔ೄ့֋་ᆳ֪ໃइ

Ⴚᆵᎌૢׇ֪׊೰᎕౫֭࣍෮ු

ඏ॔בዛ֘׊ೄՔஸ፼ೄ֩֨Ւࡴᄤ೰᎕֋௘ႍ֩૔ኃസഞസೄ့ַ֭౫֭࣍ᅢጅต

཯㕱 ᇱ୦ျ૱Ⴉሇਸֲሓኃ൶་෍঱ሮ౜ሓሓฑᆪ֭ಃፍׇ֪׊Փ
㕲 ᇱ୦৑ళ֪ᆋ֔֞׋႘֭Ⴉ፼ׇ֪׊Փ
㕳 զஸ፼ೄጴէ֮Ւᇱ୦৑ళ्ౡ෗֪ࡿ๒׊׀ஸ፼ೄ֭ᄾጴבփօՓ
㕴 զं೑ሐೄէ֭օ֠ࡴᆪ಩பዟያ֭ಲ૔ᆪᇀ֪֣փ֥ं೑ሐ֧֢֩֞ೄਸֲզᇱ୦৑ళᆋ๺ᆪՔࡴᆪ಩பዟያೄէ֭օ֠ᇱ୦৑ళᆋࡴᆪ಩பዟያೄ֮Ւ૔֭ࡴᆪ಩பዟያฑဗ֋्ౡ֔

Փ׊එ֖֥փ૱׈֊ᇓถ28Ⴉ֞׋

11.1%

ஸ፼ೄጴ 668

381

ӡഞ࿳ӱ፭Ꭼ㕷ႩᄟᄠకწിӢ

5

º

૔ኃസഞസೄ့֋ሎև׊ड༎

ºஸ፼ೄ֭ᇱ୦৑ళ्ౡ෗ࡿՔஸ፼ೄጴ֭෮ࡤ  ӡÅं೑ሐೄ֭־Ӣ

૔ኃസഞസೄ့
֭ஸ፼ೄጴ֮Ւ
එ൦૓୶



ஏภᇱ୦ᇀኾ֪։׊֐զႺᆵᎌૢէ֭೘ຎҒ
À ഞ֞ց֧ՒႺ઄֪ഌಈ֖֥בࢇ൛Ⴉ׃՛֮Ւ૔ኃസ״بװ՛Ք൮ဂྎ೰઄౫࣍״بװ඗೰઄౫࣍ࡹ

ಛጵՔஏภבኬ౪֘෗֭֭֞׀౮็֦֘Փ

À ᇱ୦৑ళ঱֋பօ֌׀఍֊֩౪၏׃౫࣍ב೥֩֐֋׈ՒႺ઄ોᎉ֪፱־ՒႺ઄֦ಛጵ֭֘׀֞׊ཐಡ׃

ਙട֪ිבᆋֽ֘֐Փ

՛״بװ඗೰઄౫࣍ࡹ

¾ ႚസೄӱ೗֪ं೑ሐב੔֔֞׋ถ෗ཌྷต

¾ Ⴚ઄ોᎉӱ֭֨֩ؖר׃ؗיఃთ

¾ ೰Ⴚঊ၌֭౫֧֖֥࣍Ւ৘૒৿৘ׇ֪׊஬ਟՒ

Ⴚऌ֭ଣॺՒ೰Ⴚ๊ነवַ֭ࢂጴ֩֨בಲ౮

¾ ႚസೄӱ೗֪൛Ⴉंבࢇ༄֖֞ࢇฬ൛Ⴉཌྷ౤

¾ Ⴚ઄ોᎉӱྦྷ༟׃ኾఎ֭֩֨ఃთՒ႕ੋᅆࡱ

¾ Ⴚ઄ોᎉֺ֭֊Ւࢥ࿼ኘ੔့֭ಃ६೘ၜ֭౫࣍Ւ

ஸ໘Ⴁ࿊ಀଫ֪୶֞֐ॺ೺౫࣍֩֨בಲ౮

൮ဂྎ೰઄౫࣍״بװ՛

Ⴚᆵ֭ඳఔבౚ֢֞

զጵ֠ྞחל؊࣍ࣤ׉է्௹j

൮ဂྎ֊׈ሓኃ൶ַj

j࣍ࣤב׉ጵ֠ྞ֦׮՛ؚ׭׽ؓ׽

൮ဂྎ׃՛״بװ඗೰઄౫࣍ࡹ

೰઄౫࣍״بװ՛ՒႺᆵᎌૢಈ઄സ֦

ภౌ֔֞׋ඳఔבౚዿ֖֞ؖ؀ؚ՛֋

ሟဥતዂസၾ့֪֭ל؊נ։փ֥࿓੝

Փֽ֖֞׋֔

፭Ꭼ㕸Ⴉဗׁզጵ֠ྞחל؊࣍ࣤ׉էב

्௹ያ࿊֦֘Փ
პ׉එ֑֭ࡴᆪ֋৳ᆋ

৳ᆋઞׇ֪׉ՒᄠకՔᅋப

౫֪࣍ෞ׉ጵ֠ྞ֭׈֊

፛֥֔׋փ׊ኁ৖੤፛ೄ

֭ঊ၌ൃבถ

൮ဂྎ֭ॉዻ֪֮Ւ״بװ՛ַ֭

֓੤፛׀֮֗בՒྎבց֑֥Ւ

ᄠకՔᅋப֊֭׈ጵ֠ྞב׉

֖֥ࣤ࣍փ֞֟փ֥փֽ֘Փ

൶ၾ֭զጵ֠ྞ࣍ࣤ׉ৰઞ৳ᆋ૙ಛᄦ৿է֦Ւ

൮ဂྎၟౌؚ֭׭׽ؓ׽՛ב׮ᄦპ

զጵ֠ྞ؀ؚؖ࣍ࣤ׉՛է֭პ׉එ֑֭ࡴᆪ֮զጵ֠ྞ࣍ࣤ׉ৰઞէ
ӡࢪࢥӱஏภᇱ୦ሓ෗႘቎ஏภᇱ୦੤वӢ֪৳ᆋ֔׋Ւ
ᄠక׃ᅋப֊֭׈ጵ֠ྞב׉౫࣍֘׊ঊ၌֪ցֽ֥֘׋׈Փ

6

ஏภᇱ୦౮็

15

ಛጵമᅏؐ՛ؕ

དଭ֭Ⴚᆵᎌૢಈ઄സ֧ᎌૢ֖Ւႚസೄ
֪૆֭ಲ֭೭ॱఢ઄့֭Ⴚఢ઄ב໲ଫ
ዬएঊ׃Ւ೰᎕๐֗ྫྷבօ֧֒׈ׁ֥֖
၌֭९ၜ֩֨༄സଢ଼֭ภঊ׃ೂवᆲ਀
૫໗࿨֪ಲ౮בঊ၌׊ַ֑֣֧֩

ᄠక׃ᅋப֖֞ב෗֭օ֠ഉֽփ׃ጘ׊׋๐֋֩փ෗֩֨ࡴב࿊ৼ৖೥֐ႚ֥׋Ւഗძ඘സ׃Ւೂवภঊ֭࿪֪ࣤ
ᅢጅ֩ภঊ౪၏Ք౫့࣍ב࿓੝֘׊ኁ৖֭౮็֦֘Փ๺ே֪ዃ100౮็ցֽ֘׉Փ

զಛጵമᅏؐ՛ؕէ֧֖֥ց׀֗֊׈ᇱ୦৑ళസ֪ဎᎩ֖֞ኁ৖֭ሓ෗Քཆ໲့֋Ւᄠక׃ᅋப֖֞ב෗֭օ֠ഉֽփ֋
֩փ෗֪֩֨໴֖Ւࡴಐ࿨֪ഗძ඘സ׃ඳಈՒಛጵ֪୶֞֐౫࣍֩֨ב࿓੝֘׊౗ຎ֦֘־Փ

२೟ࡕໜ൵֊֭׈षᆲ౫࣍׃඲ሓೄՔ૔
ኃസഞസೄ֭ೂवᆲ਀౫֖֧֭࣍ৄࡴ
֥Ւؐ՛ؕႚസೄ֪໴֖Ⴚఢ઄׃ጊ૶֭
໲ଫבಲ౮

ؐ՛ؕႚസೄ֭ॺֲ֭඘֧֖
֥Ւ଼෗Ⴚऌ׃ሓ෗֧૚ዃ֖Ւ
ഃ֪㕲⿤㕳႘Ւ֪֪ג֎इ୿Ւ׽
Ւֽ֣֔փׁइ୿Ւ׉म೘֭׽ؓ
בህົ֭֩֨Ⴚ઄໲ଫ֭ף؂
ಲ౮

೗֪ቴ೰઄֦ஸ፼ቦ֮ඏ॔
֭ց׊ႚസೄ֋ՒႩ֪㕲⿤㕳
षֺ֨Ւઝ፥֭Ⴚऌ֭ᄣርৼ
֪೭ॱ့֭Ⴚ઄໲ଫבಲ౮

ஏภᇱ୦ᇀኾ֪։׊֐զႺᆵᎌૢէ֭೘ຎғ
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م૙঵ل
ڭ ৯ఏ

૙঵पબॊৄ্؞અइ্॑௮ऊचؚ૙঵ऩन෮঵৏भਤଡ଼पঢ়घॊ
ৰᄷ৓؞৬ୡ৓ऩ৾ಆણ৿॑ৢखथؚेॉेःেણभৰਠप਱ऐथੵ୏
घॊৱସ؞ચৡ॑ઃभधउॉ୘ਛघॊऒध॑৯੐घ؛

(1) ૙঵पঢ়घॊহ෧पणःथ৶ੰ॑஥ीॊधधुपؚలਟभ૙঵েણ
पબॊૼચ॑ମपહऐॊेअपघॊ؛

(2) లਟभ૙঵েણ॑ৄྚइؚ૑ਏऩহ෧॑ৄःटखथୖ਻॑ਝ৒खؚ
ੰৠੁ॑અइؚৰᄷ॑௬੼؞੝ఒखؚ਀ਠघॊৡ॑ുअ؛

(3) ेॉेःలਟभ૙঵েણभৰਠृ৉ୠ঺ভषभ๾൴प਱ऐथؚেણ
॑੝ఒखेअधघॊৰᄷ৓ऩଙ২॑ുअ؛

ཎКૅੲఄܖίჷႎᨦܹὸ᭗ሁᢿỆấẬỦ૙ᅹẐᎰಅẑỉႸ೅
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م஗঵ل
ڭ ৯ఏ

஗঵भৄ্؞અइ্॑௮ऊचؚৰᄷ৓؞৬ୡ৓ऩ৾ಆણ৿॑ষअऒ
धऩन॑ৢखथؚ஗঵ृ஗঵ঢ়৴ਓ঵॑ৢगؚ৉ୠृ঺ভभ௏৸द੅ਢ
৓ऩ৅னपఞଖघॊ૙঵যधखथ૑ਏऩৱସ؞ચৡ॑ઃभधउॉ୘ਛघ
ॊऒध॑৯੐घ؛

(1) ஗঵पঢ়घॊऒधपणःथ৶ੰघॊधधुपؚঢ়৴घॊૼ୒॑ମप
હऐॊेअपघॊ؛

(2) ஗঵पঢ়घॊୖ਻॑৅ৄखؚ૙঵যप੷ीैोॊ຃৶௴॑౷ऽइୖ
਻॑ੰৠघॊৡ॑ുअ؛

(3) ૙঵যधखथ૑ਏऩ௹ऊऩয৑ਙ॑୘ाؚेॉेॉ঺ভभଡണ॑৯
੐खथঽै৾लؚ঺ভ๾൴प਌৬৓ऊणੈ௮৓प਄ॉੌाଙ২॑ുअ؛

ཎКૅੲఄܖίჷႎᨦܹὸ᭗ሁᢿỆấẬỦ૙ᅹẐᠾಅẑỉႸ೅
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યী ੑ মఐ ௧వఐ

ੑ

ੑ ੬ ੓ ੑ ੬ ੓ ੑ ੬ ੓

ே

67,384
ே

44,450
ே

22,934
ே

66,576
য

43,957
য

22,619
ே

808
ே

493
ே

315
൤ৢఐ 55,190 36,003 19,187 54,964 35,873 19,091 226 130 96
ଳಁ௽૩भ৾ఐ 555 363 192 59 44 15 496 319 177
ലಁ௽૩भ৾ఐ 412 219 193 342 187 155 70 32 38
जभ౎भ௽૩भ৾ఐ 11,227 7,865 3,362 11,211 7,853 3,358 16 12 4
஗঵पঢ়घॊ৾ఐ 761 557 204 761 557 204 - - -
ੵ঵पঢ়घॊ৾ఐ 2,071 1,590 481 2,071 1,590 481 - - -
ૹ঵पঢ়घॊ৾ఐ 549 411 138 549 411 138 - - -
ੇ൦पঢ়घॊ৾ఐ 991 474 517 991 474 517 - - -
ૣකपঢ়घॊ৾ఐ 265 163 102 265 163 102 - - -
जभ౎भ৾ఐ 6,590 4,670 1,920 6,574 4,658 1,916 16 12 4

كফ২৾ૅ੦ম৹ਪڳഥਮق

ك঩ਠ૔ڭফ5াڳഥਮق

્શ੍ର৾ૅ৾ఐશ૔৾঻ਯقৈಉ৖ك
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ਤ৾঻؞ઇ୘ธಫਃঢ়ಉ ಺૙঻ ঺ভૣක઱ਝಉোਚৢ؞ਚ঻ जभ౎

યী ෮঵঻ ਤ৾঻ ઇ୘ธಫ
ਃঢ়ಉ ಺૙঻ಉ ঺ভૣක઱ਝಉ

োਚৢ؞ਚ঻ जभ౎

ੑ
21,001য 340য 261য 6,263য 13,025য 1,112য

(1.6%) (1.2%) (29.8%) (62.0%) (5.3%)

ফ২ਰఋपउڮফ২भ৾ૅ੦ম৹ਪद಺૙૾யभયীऋ಍ऊऎীథऔोञऒधऊैؚഥਮڮ಺૙঻ಉُपणःथؚഥਮَپ
ःथमَ಺૙঻ಉُभਯؚ॑਴ਛڭگফ২ਰ৐मَ಺૙঻ُभਯ॑৾ૅ੦ম৹ਪऊैྴলघॊऒधधखञ؛

6,263য
  29.8%

્શ੍ର৾ૅৈಉ৖(মఐ)෮঵৏峘૾ய

5,909য
  28.8%

كা෮঵঻گফڳഥਮق

كফ২৾ૅ੦ম৹ਪڳഥਮق
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كা෮঵঻گফڳഥਮق

યী ෮঵঻ ਤ৾঻ ઇ୘ธಫ
ਃঢ়ಉ

಺૙঻ಉ ঺ভૣක઱ਝಉ
োਚৢ؞ਚ঻ जभ౎

जभ৔಺૙঻

য য য য য য য
ੑ 21,001 340 261 6,263 3,978 13,025 1,112

(1.6%) (1.2%) (29.8%) (62.0%) (5.3%)

ଳಁ௽૩
201 74 14 31 26 64 18

(36.8%) (7.0%) (15.4%) (31.8%) (9.0%)

ലಁ௽૩
332 129 20 124 112 42 17

(38.9%) (6.0%) (37.3%) (12.7%) (5.1%)

ੴ৓௽૩
18,696 88 191 5,985 3,755 11,438 994

(0.5%) (1.0%) (32.0%) (61.2%) (5.3%)

࿔৬ਂঽ૓
1,472 37 20 68 50 1,286 61

(2.5%) (1.4%) (4.6%) (87.4%) (4.1%)

୰ൠ؞ମ৬༘ൠ
300 12 16 55 35 195 22

(4.0%) (5.3%) (18.3%) (65.0%) (7.3%)

ͤ஛ຽ૜োभञीؚ૚યীभૻ૨भੑम૑ङखु100٫पऩैऩःৃ়ऋँॊ؛
َͤजभ৔಺૙঻ُधमَؚ಺૙঻ಉُऊै౻৷ీ৺਋৑ऋ঳ফप௥ञऩः঻ಉ॑௾ःञ಺૙঻भ৔๨भਯदँॊ؛

ཎКૅੲఄܖ᭗ሁᢿίஜᅹὸҡಅࢸỉཞඞ

كফ২৾ૅ੦ম৹ਪڳഥਮق
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ଳ ಁ ௽ ૩ ٕ ٕ ٕ 1 2 ٕ 2 ٕ 3 3 26
ല ಁ ௽ ૩ 2 ٕ ٕ 2 74 ٕ ٕ 2 2 4 112
ੴ ৓ ௽ ૩ 75 2 1 83 1,040 9 32 214 598 30 3,755
࿔৬ਂঽ૓ ٕ ٕ ٕ 1 10 1 7 3 6 1 50
୰ ൠ 1 ٕ ٕ ٕ 11 ٕ 1 1 6 1 35

ਂ৿ਓ঵
੟ષ൛೵
঵

৾୒ଢ଼஢
௧୅ૼ؞
୒१شঅ
५঵

೛ຠ঵
ධ୫१ش
অ५঵

েણঢ়৴
१شঅ५
঵

ᆯ௫঵

ઇ୘
৾ಆ
੍ର঵
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ૣක

ള়
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१شঅ५
঵(౎पী
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ॊुभ॑
௾ऎ)

ం੶ਰਗ
भुभ

় ੑ 41 54 288 165 41 431 50 490 56 131
ଳ ಁ ௽ ૩ ٕ 1 1 1 ٕ 5 1 3 1 2
ല ಁ ௽ ૩ ٕ ٕ 2 1 ٕ 7 ٕ 10 3 3
ੴ ৓ ௽ ૩ 41 52 283 162 41 407 47 468 48 122
࿔৬ਂঽ૓ ٕ 1 ٕ 1 ٕ 8 2 5 1 3
୰ ൠ ٕ ٕ 2 ٕ ٕ 4 ٕ 4 3 1

ཎКૅੲఄܖ᭗ሁᢿίஜᅹὸငಅКݼᎰᎍૠ

كা෮঵঻گফڳഥਮق

ͤਓ঵શ಺૙঻ਯपणःथमؚ෮঵৏भ૾யभَ಺૙঻ಉُभअठؚ౻৷ీ৺਋৑ऋ঳ফप௥ञऩः঻ಉ॑௾ःञَ಺૙
঻ُभ৔๨भਯदँॊ؛
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2021年4月1日

農福連携等に関する施策について

ಃፍӻӾ

都道府県
※社会福祉法人等の民間団体へ委託して実施することも可

農業・林業・水産業等の分野での障害者の就労を支援し、障害者の工賃水準の向上及び農業等の支え手の拡大を図るとともに、
障害者が地域を支え地域で活躍する社会（「１億総活躍」社会）の実現に資するため、障害者就労施設への農業等に関する専門
家の派遣や農福連携マルシェの開催等を支援する。また、過疎地域における取組を後押しする。

○農業等の専門家派遣による６次産業化の推進

農業等に関するノウハウを有していない障害者就労施設に対する技術指導・助言や６
次産業化に向けた支援を実施するための専門家の派遣等に係る経費を補助する。

○農福連携マルシェ開催支援事業
農業等に取り組む障害者就労施設による農福連携マルシェの開催に係る経費を補助
する。（ブロック単位でも開催可）

○意識啓発等 農業等に取り組む障害者就労施設の好事例を収集し、セミナー等を開催
する経費を補助する。

○マッチングから事業実施までの支援
伴走型コーディネーターを活用するなど、農業等生産者と障害者就労施設による施設
外就労とのマッチングや事業の立ち上げ、事業実施の支援に係る経費を補助する。

※過疎地域における取組を優先的に補助。

○障害福祉分野と農業等の分野の関係者の相互理解促進
障害者就労支援施設等の支援員や農業者等の相互理解が進むように、相互の事業

所の訪問や農業体験会等を実施する経費を補助する。

＜事業のスキーム＞

厚生労働省

都道府県

補助 補助率：１／２

障害者就労施設

農業の取組推進⇒６次産業化

農福連携マルシェへの参加

農福連携マルシェの
開催※委託による実施可

専門家の派遣等の
支援等※委託による実施可

農福連携等による障害者の就労促進プロジェクト（⼯賃向上計画⽀援等事業特別事業）

補助内容・補助率

実施主体

事業の趣旨

令和８年度当初予算額 2.1億円（2.1億円）※（）内は前年度当初予算額

1



雇用分野における“農福連携”の推進

・農業現場では、様々な種類の作物が生産され、それぞれ多岐にわたる作業（加工等を含む。）が必要となり、障害者が取り組
みやすいよう工夫することで、障害者が働き手となる可能性が大きく広がる。
・このため、雇用分野における農福連携を推進するため、農林水産行政と連携の上、人手不足に悩む農業事業者等に対し、ハ
ローワークによる障害者雇用に係るノウハウ提供や先進事例の紹介等を行うとともに、農業に興味のある障害者の就職から職場
定着まで一貫した支援を実施する。

趣旨・目的

労働局・ハローワーク

農業事業者・企業
「人手不足」「障害者雇用に興味
がある」「農業に参入したい」

障 害 者
「農業分野で働きたい」

人手不足に悩む農業事業者や法定雇用率未達成の農業事
業者に対して、

 【障害者雇⽤ノウハウの提供】
・個別訪問やセミナーにより雇用ノウハウや農福連携先
進企業における取組事例を提供

【障害者雇⽤の準備段階の⽀援】
・農福連携先進企業の見学や障害者職場実習の提案

【積極的マッチング】
・障害者専用求人の作成や、管理選考・面接会の実施

関係機関（各県農林⽔産部局等）

連携

就職から職場定着まで
⼀貫した⽀援

求⼈・就職

【農業事業者のメリット】就農者の増加・⼈⼿不⾜の解消
【障害者のメリット】 新たな雇⽤機会の拡⼤

農業事業者と障害者のマッチング支援
就職から職場定着まで⼀貫した⽀援の実施

【農業分野で働くイメージづくり】
・農福連携先進企業の見学機会の確保や職場実習
のあっせん

【就職に向けた⽀援]
・ケースワーク方式によるきめ細かな職業相談
・職業適性の把握、管理選考等積極的マッチング

【就職後の⽀援]
・就職後の職場定着支援の実施

・農業者、JA向けの普及啓発活動、
・農福連携の専門人材の育成
・農業者、障害者就労施設とのマッチング

2

対象︓ハローワークの求職者 主に雇⽤保険を受給できない⽅
（無料（テキスト代等除く)

訓練期間︓ ２〜６か⽉

ハロートレーニング（公共職業訓練・求職者支援訓練）の全体像

離
職
者
向
ऐ

学
卒
者
向
ऐ

在
職
者
向
ऐ

障
害
者
向
ऐ

対象︓ハローワークの求職者 主に雇⽤保険受給者(無料(テキスト代等除く))

訓練期間︓概ね３か⽉〜２年
実施機関

 

対象︓在職労働者（有料）
訓練期間︓概ね２⽇〜５⽇
実施機関︓○国（ポリテクセンター・ポリテクカレッジ）

  ○都道府県（職業能⼒開発校）

対象︓⾼等学校卒業者等（有料）
訓練期間︓１年⼜は２年
実施機関︓○国（ポリテクカレッジ）

○都道府県（職業能⼒開発校）

対象︓ハローワークの求職障害者（無料）
訓練期間︓概ね３か⽉〜１年
実施機関︓○国（障害者職業能⼒開発校）

・(独)⾼齢・障害・求職者雇⽤⽀援機構営
・都道府県営（国からの委託）

○都道府県（障害者職業能⼒開発校、職業能⼒開発校)
○⺠間教育訓練機関等（都道府県からの委託）

※受講期間中
基本⼿当＋受講⼿当(500円／訓練⽇)＋通所
⼿当＋寄宿⼿当を⽀給

公共職業訓練

令和６年度
公共職業訓練
実績

合計 国（ポリテクセンター等） 都道府県

受講者数
（⼈） 就職率 受講者数

（⼈） 就職率 受講者数
（⼈） 就職率

離職者訓練 90,155 - 23,974 ｰ 66,181
うち施設内 29,494 86.0％ 23,974 87.3％ 5,520 82.1％
うち委託 60,661 72.8％ ｰ ｰ 60,661 72.8％

在職者訓練 115,208 - 72,187 - 43,021 -
学卒者訓練 13,780 96.2% 5,222 99.5％ 8,558 95.0％

合計 219,143 - 101,383 - 117,760 -

※受講期間中 受講⼿当（⽉10万円）＋通
所⼿当（※） ＋寄宿⼿当を⽀給（本収⼊
が⽉８万円以下、世帯収⼊が⽉30万円以下
等、⼀定の要件を満たす場合）

実施機関

求職者⽀援訓練

国
(ポリテクセンター)

都道府県
(職業能⼒開発校)

⺠間教育訓練機
関等(都道府県から

の委託)

主にものづくり分野の
⾼度な訓練を実施
（⾦属加⼯科、住
環境計画科等）

地域の実情に応じた多
様な訓練を実施（⽊
⼯科、⾃動⾞整備科
等）

 事務系、介護系、
情報系等モデルカリ
キュラムなどによる訓練
を実施

⺠間教育訓練機関等
（訓練コースごとに厚⽣労働⼤⾂が認定）

＜基礎コース＞
社会⼈としての
基礎的能⼒を習
得する訓練

＜実践コース＞
基礎的能⼒から実践的能⼒まで⼀括し
て習得する訓練

(介護系（介護福祉サービス科等)、情報系
(ソフトウェアプログラマー養成科等)、医療事
務系（医療・調剤事務科等）等)

※職業訓練受講給付⾦の⽀給対象とならない⽅も、⼀定の
要件（本収⼊12万円以下、世帯収⼊34万円以下等）を
満たしていれば、通所⼿当のみ受給が可能。

令和６年度求職者⽀援訓練 実績 受講者数︓38,945⼈
（基礎コース）6,129⼈ 就職率︓60.9% （実践コース）32,816⼈ 就職率︓62.4%

令和６年度
 公共職業訓練
実績
障害者訓練

(離職者訓練の
うち施設内）

合計 国⽴機構営 国⽴都道府県営 都道府県⽴

受講者数
（⼈） 就職率 受講者数

（⼈） 就職率 受講者数
（⼈） 就職率 受講者数

（⼈） 就職率

1,291 70.9％ 397 80.3％ 730 65.4％ 164 80.4％

別添の通り、障害者訓練により
農福連携も実施している。
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○ 障害者委託訓練（実践能⼒習得訓練コース）は、農業分野においても事例があり、実際の農作業に従事することで就職に
向けたスキル習得等を⾏っている。

○ 令和元年６⽉４⽇に策定された「農福連携等推進会議農福連携等推進ビジョン」において、農福連携に取り組む機会の拡
⼤の⼀環として、「農業分野における公的職業訓練の推進」が掲げられており、当該事例は有効な取組の⼀つとなっている。

障害者委託訓練（実践能⼒習得訓練コース）の農業分野の事例

○訓練実施機関の事業内容等
・きのこやさつまいもの栽培、出荷販売

○訓練内容
・訓練期間：３ヶ月間
・培養室内における作業（きのこ菌の植え付け、温度管理）及び出荷作業等、社会人マナー等

○訓練において配慮した点・効果的だった点・課題等
・専任の指導員以外の正社員とのコミュニケーションの取り⽅についても訓練を⾏ったことで
社員全員と意思疎通が図れるようになった。

○訓練修了後の就職状況
・訓練内容を十分に習得し、訓練修了後、訓練受託先に正社員として就職している。

○訓練実施機関の事業内容等
・杉等植林苗の育苗・出荷、販売、切花や野菜の付加価値を高める工夫をした生産販売

○訓練内容
・訓練期間：３ヶ月
・花束作り、草取り、野菜加工品作りなどその時期に応じた作業

○訓練において配慮した点・効果的だった点・課題等
・体調管理をして休まず訓練が出来ること、分からないことは聞くこと、
作業のスピードも考えて訓練することに留意した。

・初めは袋詰めにおいて、ニラの決められた重さの誤差の範囲や、ネギの太さを見て
バランス良く袋詰めすること等に戸惑っていたが、周りのスタッフに支えてもらい出来るようになった。

・一定時間内に作業を実施することが課題となったが、⽇誌に作業結果を記録することで、少しずつ⽬標をクリアできるようになった。
○訓練修了後の就職状況
・訓練終了後、訓練受託先に就職し農作業に従事している。
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主な事例

政令で定める事業費の上限の範囲内で、介護保険事業計画において
地域支援事業の内容・事業費を定めることとなっている。

【事業費の上限】
（１）介護予防・日常生活支援総合事業
「事業移行前年度実績」×「75歳以上高齢者の伸び率」
※ 災害その他特別な事情がある場合は、個別協議を行うことが可能

（２）包括的支援事業・任意事業
「26年度の介護給付費の２％」×「65歳以上高齢者の伸び率」
＋「社会保障の充実分」

３  実施主体・事業内容等

２  事業費・財源構成

地域⽀援事業（地域⽀援事業交付⾦・重層的⽀援体制整備事業交付⾦）

事業費

財源構成
（１）介護予防・日常生活支援総合事業
１号保険料、２号保険料と公費で構成
（介護給付費の構成と同じ）

（２）包括的支援事業・任意事業
１号保険料と公費で構成
（２号は負担せず、公費で賄う）

（１） （２）
国 25% 38.5%

都道府県 12.5% 19.25%

市町村 12.5% 19.25%

１号保険料 23% 23%

２号保険料 27% －

事業内容

市町村

高齢者のニーズや生活実態等に基づいて総合的な判断を
行い、高齢者に対し、自立した日常生活を営むことが
できるよう、継続的かつ総合的にサービスを提供する。

① 介護予防・⽇常⽣活⽀援総合事業
要支援者等の支援のため、介護サービス事業所のほかNPO、協同組合、社

会福祉法人、ボランティア等の多様な主体による地域の支え合い体制を構築
する。あわせて、住民主体の活動等を通じた高齢者の社会参加・介護予防の
取組を推進する。
ア サービス・活動事業（第一号事業）
訪問型サービス、通所型サービス、その他生活支援サービス、
介護予防ケアマネジメント

イ 一般介護予防事業
介護予防把握事業、介護予防普及啓発事業、地域介護予防活動支援事業、
一般介護予防事業評価事業、地域リハビリテーション活動支援事業

② 包括的⽀援事業
地域における包括的な相談及び支援体制や在宅医療と介護の連携体制、認

知症高齢者等への支援体制等の構築を行う。
ア 地域包括支援センターの運営
介護予防ケアマネジメント事業、総合相談支援事業、権利擁護事業、
包括的・継続的ケアマネジメント支援事業

イ 社会保障の充実
在宅医療・介護連携の推進、生活支援の充実・強化（家族介護者に係る地

域課題への対応を含む）、認知症施策の推進、地域ケア会議の開催

③ 任意事業

地域包括ケアシステムの実現に向けて、
高齢者の社会参加・介護予防に向けた取組、
配食・見守り等の生活支援体制の整備、
切れ目のない在宅医療と介護の連携及び
認知症の方への支援の仕組み等を一体的に
推進しながら、高齢者を地域で支えていく
体制を構築する。

１  事業の⽬的
実施主体

令和８年度当初予算額 1,807億円 （1,800億円）※（）内は前年度当初予算額

地域の実情に応じて必要な取組を実施。
・介護給付費等費用適正化事業
・家族介護支援事業（家族介護者の働き方の希望等に配慮した相談窓口の設置、
企業や家族介護者同士を含む地域全体でのネットワーク構築等を含む） 等
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就労的活動の普及に向けて（地域⽀援事業交付⾦関係）
○ 地域支援事業は、高齢者が要介護状態等となることを予防するとともに、地域において⾃⽴した⽇常⽣活を営むことができる
よう⽀援するもの

○ 令和２年度からは、役割がある形での高齢者の社会参加等を促進する観点から、地域支援事業の包括的⽀援事業（⽣活⽀援体
制整備事業）において、新たに就労的活動の普及促進策を創設

○ 具体的には、就労的活動の場を提供できる団体・組織と就労的活動を実施したい事業者とをマッチングし、⾼齢者個⼈の特性
や希望に合った活動をコーディネートする⼈材の配置を推進

【提⾔③介護予防・フレイル対策】
○ 高齢者の社会参加・就労は、介護予防・フレイル対策にも有効であることから、そのためのマッチング機能等を担う⼈材の確保・
育成、活動⽀援に対する財源の確保

秋⽥県藤⾥町の事例
（⽣涯現役を⽬指す就労的活動のコーディネート）

熊本県⽔俣市の事例
（⼀般介護予防事業を活⽤した⾷・農・福の連携）

 年代を問わず、地域活動等に意欲がある人が「働き方登録票」を
事務局（社会福祉協議会）に登録。

 事務局が町内企業や町⺠からの依頼と登録者をマッチング。
 自分の希望に添った働き方で地域の特産品づくり等に取り組むこ

とを通じ、生涯現役を希望する全ての人が活躍できる環境づくり
を目指している。

【ふきの⽪むき作業】【働き⽅登録票】

 65歳以上の人を対象とし、山間部では遊休農地を活用した野菜づ
くり、市街地ではプランターを活用した花・野菜づくり、温泉地
では景観整備の草刈りや間伐で出た材木を使った椎茸栽培など、
⼀般介護予防事業として地域の特性に応じた様々な活動を実施。

 収穫した野菜を使った会食や配食により、地域の交流や高齢者の
見守り・食の確保にもつながっている。

 売上げは、活動経費として活用。

【活動⾵景①】

【活動⾵景②】

＜参考＞「健康⽴国の実現に向けて」（令和元年７⽉２３⽇全国知事会）（抄）

6

以下の取組の立ち上げ支援（初度設備等の補助）を行う。
①農福連携推進事業（令和２年度創設）

高齢者が農作業や農作物の調理・販売等をとおして、運動機能低下・認知
症・閉じこもり等の介護予防を図るなど、農福連携を通じ、高齢者が地域で
交流し生き生きと活動できる場づくりの提供に資する活動

②高齢者等が行う地域の支え合い活動
（事業例）
・単身高齢者等に対する見守り、配食サービス等の有償ボランティア活動
・地域共生社会の推進に向け、多世代交流等の「共生の居場所づくり」に資

する活動 など

２  事業の概要・スキーム

 少子高齢化が進展し、現役世代が減少するとともに、高齢者の大幅な増加が見込まれる中、生涯現役社会の実現に向け、高齢者が
地域の中で生きがいや役割を持ち、積極的な社会への参加を促進するための環境を整備することが重要。
このため、住民主体による生活支援、共生の居場所づくりや農福連携に取組など、高齢者の社会参加・役割創出に資する活動等の立

ち上げへの支援を行う。

１  事業の⽬的

⾼齢者⽣きがい活動促進事業

令和８年度当初予算額 17百万円（17百万円）※（）内は前年度当初予算額

【実施主体】市区町村 【補 助 率】 定額（国10/10）

【補助対象数】
１市区町村あたり原則１団体

【補助上限額】
①の取組200万円、②の取組100万円

地域づくり加速化事業による伴走的支援を受けた市区町村
において、その課題解決に資する取組に対して補助を行うも
のである場合は、補助対象数を別途１市区町村あたり１団体
追加する（令和５年度拡充）。
※中山間地域等の農山漁村において、地域資源やデジタル
技術を活用した取組を行う場合の優先採択枠を設ける。

【補助実績】10自治体（令和６年度）

３ 実施主体等
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ၾॷ঱ሮᆱྙ঱ӡ೾Ӣ

ၾॷ঱ሮᆱྙ঱ӡౄӢ

ၾॷ঱ሮᆱྙ঱ӡಈኃӢ

ၾॷ঱ሮᆱྙ঱ᇸӡၾท༶ဴӢ

ၾॷ঱ሮၾॷලਢ঱ӡၾॷ঱ሮᆱྙ঱ᇸᆋӢ

ሓኃ൶੶ฝઅྙ 

ሓኃ൶ᇱ୦અྙ

ᇌᆪऎॺ൶ഷ့ཨ့ੱࡱઅྙ

୴ภ᎕။൶ධ઄ࡊ࿊અྙ

୴ภ᎕။൶ೂवՔ࣍୦અඏ॔ᇱଌᆵ౵ᆪྙ

Ⴚ፟෯ౌ൶Ⴚ໠ව੹અྙ

2

ႺᆵᎌૢƤbඏ॔ೄƣႺ઄ᇀኾƜƣঊ዆
ǇྫྷƍƛbႺ઄૪ࢪƣᄇ࿶ƝƝƷƠbඏ॔ೄ
ƣಛමƹภƂƁŹǇຕഞƌbೂवౄबǇಲଵ
Ǝǀ೘ຎƜƎcƳƔb๺ƛƣ෗yƁདࡰƜᇿ
ƾƌb໣ዻƟ૛ƜೂवƠౄबƌbƒƣภƂǀ
፛ƹईႷตǇ௻་଺Ơᄇ৸ƜƂǀདࡰ੢ภೂ
वƣಲଵƠಃƎǀ೘ຎƜƎc

቎႘ू࿊ŹƔƌƳƌƔ�Ⴚᆵᎌૢ့෮ුǾǣȒȞ�ƠৰƚƂƳ
ƌƛbདࡰƜஃƇǀbቴ጖ƠஃƇǀbᮩǇஃƇǀbǇශƔƟǤ
Ș|ǗȞƝƌƛbทᆒࡴ໲ƝƟƘƛb୴ภ᎕။൶bႺ፟෯ౌ൶Ɓ
ཨ඾ƝƟƿbሓኃ൶bᇌᆪऎॺ൶Ɲ੢ƠbႺᆵᎌૢǇࡴພ෮ුƌ
ƛƳŹƿƳƎc

ශƌŹłŇŀ�ഓጅ઄฻ᅴअ౪ᅮ�Ɲƌƛb2030ႩဗƳƜƠb
Ⴚᆵᎌૢ့ƣ೘ຎ೗໲෾Ǉ12,000ࡒඑƠƎǀƈƝ့ǇኬᅮƠૡƇb

ƒƣಲଵƠ୶Ɔƛbདࡰƣ৘૒ೄƁᎌૢƌƛ೘ƿຎƶǀƽŻƠb
౦ྎ໠ƷౄइƎǀདࡰ੤ਢवǇ४་ƌƛƳŹƿƳƎc

঱ኁǇੑƇƛႺᆵᎌૢ့Ơ೘ƿຎǈƜŹƄƔƶbேኁƣॉዻƠ
Ʒ୞ጫशƝ୞੤፛Ǉ඾ƀƾſ৪Ź෇ƌඑƇƳƎc
቎႘ƤŷƿƁƝŻƉƋŹƳƌƔc

එ֪इևՒዛಡೄׁౄबࡒ

፟঱ሮྙ঱ᄇସ�፭ᎬĭႩĭଈĬ႘�

{ զႺᆵᎌૢ့෮ුب؜׭؈ӡ2024ू࿛ᄟӢէӡ፭Ꭼ㕶Ⴉ㕶ଈ㕵႘Ⴚᆵᎌૢ့෮ුवਢଂ࿊Ӣ֪ৰ֤֌Ւզདࡰ

֦ஃ֑׊էզቴ጖֪ஃ֑׊էզᮩבஃ֑׊էבශ֞֩آ׮՛֪بסՒ զႺᆵᎌૢ့֞֗ྫྷבདࡰ੢ภೂव֭ಲଵէ

෮ුՓבኬ౪֖֥Ւሓኃ൶Ւᇌᆪऎॺ൶Ւ୴ภ᎕။൶ՒႺ፟෯ౌ൶֋ᎌૢ֖֞౮పב

2030Ⴉဗቨֽ֦֪Ւ 㕴൶ྃ֋ᎌૢ֖֥ՒႺᆵᎌૢ့֭೘ຎ೗໲෾12,000בଉࡒඑՒདࡰ੤ਢव֪ౄइ֘׊
౦ྎ໠෾ࡒ200בඑ֧֘׊

Ⴚᆵᎌૢ့෮ුب؜׭؈ӡ2024ू࿛ᄟӢ֪ৰ֤֎౮ప֭෮ුሑ୶֪֣փ֥

૝࿍౦Ⴚᆵᎌૢؤ׽׸؂՛פӡሾॆၗӢ

Ⴚᆵᎌૢ့෮ුب؜׭؈ӡ2024ू࿛ᄟӢ֭ॗጅ

ད
ࡰ
⼮
ஃ
⼙
⽒

»དࡰ੤ਢव׃ᄔຼ૙ר՛؂ט׼՛״՛֭ঊ၌ב
ྫྷ֥֗Ւདࡰ༳֭ࡔ෮ු໲ฑ֤֎ב׉ଢ଼֖ࣥ

»ภౌ౮็့֭ธᅏؓ׮׃՛׽Ⴚ઄ਙട့֭ঊዿ

»ད֦֭ࡰ໣ዻ֩ᎌૢפ؊כ؃׃൒ᆀ֭ँ׾ب؞؋

»ଵ඘֦Ⴚ઄֧ᆵ౵֣֩ב֏๔኷෗ఔ֭ࡱถ

»Ⴚ઄֭༶փ೚׃Ⴚ઄ஸ஑֭ภည့ַ֭ᆗਸ

»ၟᇠ౫࣍ॺ஑֭ಲਙՔಲ೺ጅሰ֪໴֘׊Ⴚ઄ೄ֪
੤፛Ք౫࣍׊ׇ

৫઄Ք൯ᅉೄׁ׊႘ӡ11ଈ29႘Ӣ့ׇ֪֭פ؊כ؃«
ব֌௔֟גேኁ࿨ࢥ၌֭࿶्

ቴ
጖
⼲
ஃ
⼙
⽒

ᮩ
⽙
ஃ
⼙
⽒

ဒၗᆒଡව੹અՒ౦ྎ໠ՒႺ઄Ք
ᆵ౵৘૒ೄՒੱࡱ৿৘့֋ౄब

ՔႺ઄֧ᆵ౵֭ؤ׽׸؂՛׉֎֤פ

ӡ୪ጺवՒ໲ଫव့Ӣ

Քདࡰၾ֭Ⴚᆵᎌૢ֭ؠ՛׉֎֤ؠ
ӡఢ઄༳अ֭็࿊့Ӣ

Քؓ׃ץب׶׸Ⴚ઄ಲ೺֭೥ႚ׋

Քಈ઄ೄ৖֦੢၍֖֞ᄦ᎓्༗ ့

»དࡰ੤ਢव֦ມ࿊֔׊׋೘ຎ

»དࡰ੤ਢव֭໲ฑؖי՛׭

་વᄖဥײبרפ؊כ؃՛ؕח׬
ӡಟಋဥଡӢ

ฌ༉׃ඏ֭॔ዛኅྖבև֞໣ዻ֩
ೄ֭୪ጺՔౄबՒଌஅໃුՒภ֌֋
փ֤֎׉Ւධ઄ોᎉՒጵ֠ྞ֨֩׉Ւ
Ⴚ઄໲ଫঊ၌֥֗ྫྷב໣ዻ֩ೂव
࿨ड༎֭शଂ֪֣֩֋׊඘

֧֮ࣆႺؠת؀؅՛؛«

NPOሓ෗ဘ֧ᆭ֭಻
֒և֨؊ז՛ؕӡటઈଡӢ

KPI

Ⴚᆵᎌૢ့֞֗ྫྷבདࡰ੢ภೂव֭ಲଵ

»ೂव࿨֪౫࣍֋ᅢጅ֩෗֭֞֠Ⴚ઄֦֭೰᎕

»ฌ༉׃ඏ֭॔ዛኅྖבև֞໣ዻ֩ೄ֭୪ጺՔౄब
֭඘֧֖֥֭؀؅؛՛ؠתႺ֭ࣆ४་

»፟ᆵՔ෯ᆵᎌૢ֭෮ු

ඈ
⼞
⼖
⼶

⼚
⼨
⽐Ê

3



À׸׽׮بؤ،ັ୵֭็མ
Ⴚᆵᎌૢ֭๔ዿັ୵ב२ၗᆒଡ֪็མ

Àඏ॔ೄ့֋။֌֘׃փৄ੩ธᅏַ֭
౫࣍
ภౌՔइ୿౮็Ւ਷ૠസՒ့֭ءי׽ธᅏַ֭౫࣍
ժඑ଺1000ቮࣅ×㕱Ⴉ৖Ւ1/2ᇸൃի

ภౌՔइ୿ਙട֭ଞೲ့ַ֭౫࣍
ժඑ଺150ቮࣅ×㕲Ⴉ৖Ւ࿊ॽᇸൃի

À๔኷෗ఔ֭ࡱถ
ඏ॔ၟต֪ࣤ֗֞Ⴚᆵᎌૢ֭ಲ๯೚ሓ
့֪৘֘׊զႺᆵᎌૢਙട౫࣍ೄଞೲէ
֭ಲ౮

Àפ؊כ؃JAS֭Ⴁආ
ඏ॔ೄ֋ภౌப࿘֪ૢ֢֞׎ඳᆀ့ב
༌ూೄ৿৘֋Ⴁආ

À৫઄ᄟՔདࡰ੤ਢवՔ؀؅؛՛ؠת
   Ⴚࣆ

೘ຎಈ፯ב׽بיؒ׃ൾऴ

ÀႺᆵᎌૢ့ࣤ࣍ײبר՛ؕח׬
ேՒདሑ୰੢ཆ໲Ւ৘૒ཆ໲Ւ
૪అཆ໲့֭㕶㕴㕷֭ཆ໲Ք৫઄֋
ౄबӡ፭Ꭼ8Ⴉ㕵ଈቨಐ࿾Ӣ
¹वࡿᇻആཨj

À൯ᅉೄՔ৫઄့ַ֭ᆗਸՔ૖ᄇ

Ք֭פ؊כ؃႘ਸֲ֭֜೮ᇩৼ৖֪։׊֐
๺ே֦֭֭׽ب؎יಲ౮

Քဒၗᆒଡ֧ᎌૢ֖֞Ⴚᆵᎌૢ֭ؓל׬ؠ
ಲ౮

ՔႺᆵᎌૢ֭൒ᆀ֭൒ཎव्֭௹

Àདࡰ੤ਢव֭็ጵ့ַ֭౫࣍
ད֪ࡰ։׊֐Ⴚᆵᎌૢ֭෮ු֪

    ୶֞֐ঊ၌ב౫࣍
ժඑ଺300ቮࣅ×㕲Ⴉ৖ի
ժ࿊ॽᇸൃի

Ⴚᆵᎌૢ֭೘ຎ׻׮՛֪֞֗ࣤ׭౫࣍

ཐ֞׉փ ౡ֞׀փՔෆ֞׀փ ஃ֑֞փ

ÀႺᆵᎌૢ֪৘֘׊ගሇᄇම

Ⴚᆵᎌૢפ׸؋׾יס ؠח؀ؚؓ،׸ח׽՛״׮

Ⴚᆵᎌૢ๔ዿHPפ؊כ؃WEB ๺ே֪։׊֐೘ຎಈ፯ആ

Ⴚᆵᎌૢ֭ວ׉֊׎၌ब Ⴚᆵᎌૢ֪೘׉ຎֿ
ඏ॔ೄ֭ภ֭ฤ

Ⴚᆵᎌૢ֭೘ຎ೚വ׃२൶֭౫࣍పבൾऴ

Àؓؠח؀ؚՔפ׸؋׾יס

Àዓፕಈ፯֭๰࿊Քࣧ࿶्
ᅳൠ֭׾՛ؤחՔפ؊כ؃

4
৫઄ᄟ Ⴚᆵᎌૢ
೘ຎಈ፯ആ

དࡰ੤ਢव֭
ጵ֠එ֑֪୶֥֐

ࣆႺؠת؀؅՛؛
ಈ፯ആ

Ⴚ፟෯ౌ൶HP

https://www.maff.go.jp/j/nousin/
kouryu/noufuku/index.html

Ⴚᆵᎌૢ֪৘֘׊
౮ప׃ගሇבૡఐ

஗৛ී੨ஷ௪ઐહসق৉ୠৱ౺ણ৷੼க൉লৌੁك峘岰峋
৉ୠৱ౺ણ৷੼க൉ল௓ਤ嵣ତ૟হ঵ق஗ૣ৴௚஑ك

ٛহ঵峘৔ઍٜ ٛহ঵崌嵉嵤崠ٜ
ك஗ૣ৴௚஑ق৉ୠৱ౺ણ৷੼க൉ল௓ਤহ঵؝ڭ
⋇ ஗ૣ৴௚੍ରহ঵
崊 ஗ૣ৴௚峘਄ੌ
௽૩঻ಉ峘஗௔਷ਓ঵峕ঢ়峃峵ૼ୒峘ಆ੭岝੿঵ੵங峘嵆崳嵍崊嵓৲岝嵎崳崸嵤
崝嵓஗ୱ峘৫ਝ岝୎৿ૄ崰崌嵔峘଑োಉ峼੍ର峁峨峃岞
岧হ঵਋৑؟঱଒ڮফ岝ઐહ૨؟৒પق঱଒300ਐ৞قফఏ૆પ150ਐ৞ك岝
ତ૟হ঵峼৽੾੍ର峑਄峴ੌ峪ৃ়峙঱଒600ਐ৞قফఏ૆પ300ਐ৞ك岝
੿঵嵆崳嵍崊嵓峘੿ਛಉ峕਄峴ੌ峪ৃ়峙ੂফ২峕岴岮峐40ਐ৞ਸ઴૭ચك岨

崌 ৉ୠੈ৮ভ峘ਝয়఺峝৬਑ତ૟قଡਛ৩峕৘঴੨峼அ峪岽峒ك
৉ୠੈ৮ভ峕峲峵஗ૣ৴௚峼৉ୠ峑ઁ岼峵峉峫峘਄ੌ峼੍ର峁峨峃岞
岧হ঵਋৑؟঱଒ڮফ岝ઐહ૨؟৒પق঱଒600ਐ৞قফఏ૆પ300ਐ৞ك岨

⋈ ൤఺ཟ৅嵣௧୅য౫୘ਛ௓ਤৌੁহ঵
஗ૣ৴௚峘৸ব৓峔ன৫峕਱岻峉਄ੌ岝஗ૣ৴௚峘৒ା峕਱岻峉௧୅য౫峘

୘ਛ峘਄ੌಉ峼੍ର峁峨峃岞
岧হ঵਋৑ڭ؟ফ岝ઐહ૨؟৒પق঱଒500ਐ৞ಉك岨

ك஗ૣ৴௚஑ق৉ୠৱ౺ણ৷੼க൉লତ૟হ঵؝ڮ
௽૩঻ಉ岶੿঵峕௚峹峵েਓ嵣ਸੵ嵣୿ਲ਼઱ਝ峘峥岵岝嵎崳崸嵤崝嵓஗ୱ઱ਝ岝

਍৸嵣ୋেએ峕બ峵ဟఝ઱ਝಉ峘ତ૟峼੍ର峁峨峃岞
岧হ঵਋৑؟঱଒ڮফ岝ઐહ૨ق1/2؟঱଒؟ৈ২৽੾1,000ਐ৞岝ලಔତ૟
200ਐ৞岝৽੾੍ର2,500ਐ৞岝ஂ૧嵣ਃચ೐੅400ਐ৞ك岨

ه岴ਖ岮়峹峅੔ن ஗੨ஷ௪ଂ੃৘஗੨ઐ૴ୖ ك0033-3502-03ق

پ ஗঵ী৙峢峘಺঵峼ൌ஦峃峵௽૩঻ಉ峕ৌ峁
஗঵৬ୡ峼઀୹峃峵஗ୱ

ٛৌੁ峘嵅崌嵛崰ٜ
஗ૣ৴௚峘঳ಽ峘௓ਤ峕਱岻岝௽૩঻ಉ峘஗௔਷ਓ঵峕ঢ়峃峵ૼ୒峘ಆ੭岝஗঵ী৙峢峘಺঵峼ൌ஦峃峵௽૩঻ಉ峕஗঵৬ୡ峼઀୹峃峵嵎崳崸嵤崝
嵓஗ୱ峘৫ਝ岝஗ૣ৴௚峼৉ୠ峑ઁ岼峵峉峫峘਄ੌ岝௽૩঻ಉ岶੿঵峕௚峹峵েਓ嵣ਸੵ嵣୿ਲ਼઱ਝ峘ତ૟岝৸ব৓峔ன৫峕਱岻峉਄ੌ岝੃੊ਿ਩峕峲
峵௧୅য౫୘ਛ峘਄ੌಉ峼੍ର峁峨峃岞

ٛহ঵৯ఏٜ
஗ૣ৴௚ಉ峕਄峴ੌ峪਌৬ਯ12,000ق੯نഥਮ12ফ২峨峑كه

ك஗ૣ৴௚஑ق৉ୠৱ౺ણ৷੼க൉ল௓ਤহ঵؝ڭ
⋇ ஗ૣ৴௚੍ରহ঵

嵎崳崸嵤崝嵓஗ୱ峘৫ਝ஗ਓਸੵ峘ৰᄷଢ଼ఊ ു༢᲻ଓఊૼ୒峘ಆ੭

௧୅য౫୘ਛଢ଼ఊ൤఺ཟ৅

⋈ ൤఺ཟ৅嵣௧୅য౫୘ਛ௓ਤৌੁহ঵

஗঵েਓ઱ਝ(਷࿊ᄎသ崷崎崡) ૪৶ਸੵ઱ਝു༢઱ਝ

ୱ৉岝ୱଡ଼ତ૟ ೬ህਚ岝崰崌嵔峘ତ૟

ك஗ૣ৴௚஑ق৉ୠৱ౺ણ৷੼க൉লତ૟হ঵؝ڮ

དࡰ੤ਢव֭็ጵਸֲ໲ฑธᅏ

౦ྎ໠

Ⴚ઄૪ࢪ໲

ೂवᆵ౵ಈ઄ೄ့

དࡰ੤ਢव

ড়৑੫঵岝੃੊ਿ਩ಉ
৒પ

ك峘হ঵⋈ڭق

஗঵১য岝঺ভૣක১য岝ড়৑੫঵ಉ
৒પ岝1/2

ك峘হ঵ڮ岝⋇ڭق

ব ஗঵১য岝঺ভૣක১যಉ੃੊ਿ਩
৒પ岝1/2 ৒પ岝1/2

ك峘হ঵ڮ岝⋇ڭق

¢ಈ઄֭ጺ׋£

ഥਮڴফ২੒઴પ  
7,045௲ਐ৞ق৐ফ২ 7,389௲ਐ৞ك峘৔ਯ
岩ഥਮڳফ২ଓਫ੒઴પ 2,925௲ਐ৞峘৔ਯ岪
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Ⴚᆵᎌૢਙട౫࣍ೄ֭ࡱถ

º ፭Ꭼ㕲Ⴉဗ֊׈ՒզႺᆵᎌૢਙട౫࣍ೄࡱถଞೲէב๺ே੢ྫྷ֭Ꮂຎ֥֖֧־ಲ౮Փ
º ቎ଞೲ֮ՒႺ፟෯ౌ൶֋Ⴚ፟෯ౌଞೲസ֣֎֯৛෯୅ֺ඘֦ಲ౮ֺ֘׊֊Ւଞೲ،בؕ؞ץآႺ፟෯ౌ൶֋ప࿊֖֞ৰമ،ץآ
ईႷՓׁ֧֒׊Ւဒၗᆒଡ֋ಲ౮֦֧֘֒׊മ੐֪֚֔ؕ؞
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森とともにある仕事を通じて、誰もが地域で役割を持てる社会へ

林福連携は、林業※と福祉が連携し、障害を持った人をはじめとする多
様な人たちが、林業分野で活躍することを通じて、自信や生きがいを
持って社会に参加できる場を広げる取組です。

福祉側のメリット

■（NPO法人）わっこ谷の山福農林舎（長野県筑北村）

• 前身である社会福祉協議会が、障害者等の就労場所として、
農林業代行サービスを開始。

• 樹木の管理（伐採、剪定等）や地域の間伐材を使用した薪づ
くりなどの「やましごと」に障害者等が参加。

• 間伐材を買い取る木の駅の運営や、温泉施設の薪ボイラー
運用など、地域のエネルギー循環と雇用創出を両立。

■㈱杉本商店（宮崎県高千穂町）

• 障害者就労施設に、椎茸の原木栽培、収穫、加工などを
委託。

• 障害者の特性に合った作業分担と就労環境への配慮に
より、出勤率が向上し、賃金も増加。

• 生産者の高齢化等による担い手不足を補い、地域の課
題解決に貢献。

多様な人が自分らしく力を発揮できる地域づくりに貢献します

林業側のメリット

〇働き手の確保
〇生産量拡大、付加価値向上
〇森林資源の循環利用

〇働く場の確保、所得向上
〇やりがい獲得、技能向上
〇地域との交流促進

（担当）林野庁経営課企画班（TEL：03-6744-2286）

林福連携の事例

※木材加工、きのこ栽培、苗木づくりなどを含む。

やまふくのうりんしゃだに

11月２９日は「ノウフクの日」です！
林福連携について知りたい方はこちら →
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福祉（障害者就労施設）の

現状と課題

水産業（水産事業者）の

現状と課題

水福連携とは、水産業と福祉が連携し、障害のある人をはじめとする多様な人たちが水産業分野で活躍する

ことを通じて、水産業の発展とともに、自信や生きがいをもって社会参画することを実現する取組です。

 就業者の減少

 慢性的な担い手不足

 高齢化の進展

 地道な作業を行うことが多い など

 利用者の就労・生産活動の機会が

欲しい

 利用者の賃金・工賃を向上したい

 利用者の社会との繋がりを確保し

たい など

⽔産業を通じて、誰もが活躍できる社会へ

作業をお願いしたい！
利用者に

仕事を見つけたい！

マッチング

問合せ先

水産庁 企画課労働安全・デジタル班

03-3592-0731
詳しくは⽔産庁ウェブページを確認！
https://www.jfa.maff.go.jp/j/kikaku/suihuku.html
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⽔福連携を始めたいと思ったら

障害者就労施設などの方水産事業者の方

 地方自治体の福祉部局や農林水産部局

に相談する

 近隣のハローワークに相談する

 障害者就職面接会に参加する

 特別支援学校の職場実習を受け入れる

 近隣の障害者就労施設へ訪問する

 共同受注窓口※を利用する

 地方自治体の福祉部局や農林水産部局

に相談する

 道府県の普及指導室や近隣の漁業協同

組合に相談する

 共同受注窓口※を利用する

※ 共同受注窓口とは、企業等が発注したい物品や役務の内容を、受注が可能な障害者就労施設にあっせん・仲介する窓口

相談01
地⽅⾃治体の担当窓⼝や
共同受注窓⼝などに相談

試行02
試⾏的に雇⽤、
作業請負を実施する

正式契約・雇用03
正式に契約を⾏い、
⽔産事業者は雇⽤を開始

雇⽤・契約までの流れ

⽔福連携の事例

• 漁師が漁で使用した漁具（魚や海老の刺網）を

解体する作業を実施

• 水産事業者は、解体してもらった刺網のパーツ

を再利用できる

• カキ養殖の種苗採取に用いるコレクターの作製

作業や、カキ養殖用ロープの釘抜き作業を実施

漁具の解体作業 ［神奈川県］事例1 カキ養殖用具の制作など ［三重県］事例2

• 障害者就労施設は、

施設内で作業がで

きるため天候に左

右されずに作業を

行うことができる

• 令和5年度には障

害者就労施設にお

ける作業量が平成

28年度比で45倍

に増加し、工賃単価

も上昇

刺網の解体（ばらし）作業の様子

カキ天然採苗用コレクター

作製作業の様子

都道府県の⽔福連携担当窓⼝など
詳しくは⽔産庁ウェブページを確認！

https://www.jfa.maff.go.jp/j/kikaku/suihuku.html
⽔福連携の推進 検索



https://www.jfa.maff.go.jp/j/kika
ku/attach/pdf/suihuku-18.pdf

（事例を知りたい⽅はこちら）
⽔福連携事例集（令和７年度版）

https://www.jfa.maff.go.jp/j/kika
ku/attach/pdf/suihuku-10.pdf

（ノウフク・アワード受賞⼀覧はこちら）
⽔福連携でのノウフク・アワード受賞者

https://www.jfa.maff.go.jp/j/kika
ku/attach/pdf/suihuku-13.pdf

（概要を知りたい場合はこちら）
⽔福連携マニュアル概要編

https://www.jfa.maff.go.jp/j/kika
ku/attach/pdf/suihuku-7.pdf

（⽀援機関や契約等詳細が知りたい場合はこちら）
⽔福連携マニュアルQ＆A編

⽔福連携について周知できる機会があればお声がけください︕
問合せ先︓⽔産庁企画課労働安全・デジタル班

TEL:03-3592-0731
E-mail:roudouanzen_digital@maff.go.jp

参考資料︓⽔福連携を詳しく知りたい⽅に
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5,509
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2019
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年度

2021
年度

2022
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2023
年度

2024
年度

2025
年度

2026
年度

2027
年度

2028
年度

2029
年度

2030
年度

ビジョン（2024改訂版）の目標
農福連携等に取り組む主体数
12,000件（2030年度末）

元年度ビジョンの目標
農福連携に取り組む主体数
＋3000件（５年間）
（2024年度末で7,117件）

・・・・・・

ビジョン
（2024改訂版）

目標値

（始点）

目標達成

農福連携等推進ビジョン（２０２４改訂版）におけるKPIについて

○ 令和６年６月決定の「農福連携等推進ビジョン（２０２４改訂版）」では、

（１）農福連携等に取り組む主体数を令和１２年度末までに12,000以上

（２）地域協議会に参加する市町村数を200以上

とする目標を新たに設定。

○ 令和７年度末時点において把握した農福連携等に取り組む主体数は、8,９４９件。

地域協議会に参加する市町村数は１５8。

（１）農福連携等に取り組む主体数 （２）地域協議会に参加する市町村数

①農林水産業経営体等の取組主体数 4,140

 （農林水産業経営体*１・JA*１）

②障害者就労施設等の取組主体数 4,410

 （障害者就労施設（A型・B型）*２・特例子会社等*１）

③ユニバーサル農園等の取組主体数 399

 （ユニバーサル農園*１・高齢者施設*1・矯正施設*１・更生保護施設等*１・特別支援学校*３）

＊１　令和７年度において取り組んでいた数
＊２　令和６年度において取り組んでいた数
＊３　令和５年度において取り組んでいた数

農林水産省・林野庁・水産庁・都道府県・ＪＡ全中・ＪＡ全農調べ

厚生労働省・都道府県・農林水産政策研究所調べ

法務省・文部科学省・農林水産省・都道府県調べ

令和７年度末時点において把握した農福連携等の取組主体数

総計 ①+②+③=８,９４９件 地域協議会に参加する市町村数 158

令和７年度において参加していた数

農林水産省・都道府県調べ

144
158

2024
年度

2025
年度

2026
年度

2027
年度

2028
年度

2029
年度

2030
年度

ビジョン（2024改訂版）の目標
200市町村（2030年度末）

・・・・・

ビジョン
（2024改訂版）

目標値
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